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不
定
期
刑
に
お
け
る
仮
釈
放
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位
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付
け

我
が
国
で
は
、
少
年
に
対
す
る
自
由
刑
に
お
い
て
の
み
不
定
期
刑
を
採
用
す
る
。
不
定
期
刑
に
対
し
て
は
、
古
く
よ
り
量
刑
基
準
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か（（
（

、
法
定
期
間
経
過
後
は
お
ろ
か
、
短
期
前
に
仮
釈
放
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
く
、
長
期
に
近
い
と
こ

ろ
で
仮
釈
放
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
刑
の
執
行
終
了
が
殆
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
不
定
期
刑
受
刑
者
の
釈
放
を
巡
る
運
用

上
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
、
廃
止
論
す
ら
唱
え
ら
れ
て
い
る（（
（

。
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こ
う
し
た
不
定
期
刑
の
運
用
は
、
制
度
の
本
質
や
意
義
を
損
な
い
か
ね
な
い
深
刻
な
問
題
で
あ
る
が
、
改
め
て
検
討
を
要
す
る
本
質
的

な
問
題
は
不
定
期
刑
と
い
う
制
度
自
体
に
刑
事
政
策
上
固
有
の
意
義
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
偏
に
仮
釈
放
と
刑
の
執
行
終
了

と
い
う
制
度
の
在
り
方
に
関
わ
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
少
年
法
の
不
定
期
刑
は
、
相
対
的
不
定
期
刑
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
の
時
点
で

刑
の
長
期
と
短
期
を
定
め
て
言
渡
し
、
刑
の
執
行
過
程
に
お
い
て
受
刑
者
の
改
善
更
生
に
応
じ
て
仮
釈
放
や
刑
の
執
行
終
了
を
決
定
す
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
不
定
期
刑
の
執
行
に
お
い
て
は
、

ⅰ
い
つ
ま
で
刑
事
施
設
の
中
で
刑
を
執
行
し
処
遇
を
行
う
か
。

ⅱ
い
つ
刑
事
施
設
か
ら
仮
釈
放
し
て
保
護
観
察
を
開
始
す
る
か
。

ⅲ
い
つ
刑
の
執
行
（
仮
釈
放
（
を
終
え
る
か
。

が
最
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。
し
か
し
、
ⅰ
の
施
設
内
で
の
処
遇
期
間
は
ⅱ
の
仮
釈
放
の
時
期
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
か
ら
、
結
局
、
問

題
は
ⅱ
の
仮
釈
放
と
ⅲ
の
刑
の
執
行
終
了
に
集
約
さ
れ
る
。
ⅱ
の
仮
釈
放
を
経
ず
、
刑
事
施
設
収
容
中
に
刑
の
執
行
を
終
了
し
、
釈
放
す

る
道
も
あ
る
が
（
更
生
保
護
法
第
四
三
条
・
四
四
条
（、
刑
事
施
設
収
容
の
時
点
で
再
犯
の
お
そ
れ
が
全
く
な
く
保
護
観
察
が
一
切
必
要
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
あ
り
え
て
も
、
社
会
内
で
の
予
後
を
見
ず
に
更
生
を
判
断
で
き
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
実
務
で
も

近
年
実
績
が
全
く
な
い（（
（

。

ま
た
、
ⅲ
は
長
期
経
過
前
の
執
行
終
了
と
刑
期
満
了
の
場
合
が
あ
る
が
、
後
者
は
改
善
更
生
が
十
分
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る

か
ら
、
教
育
刑
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
不
定
期
刑
の
失
敗
で
あ
っ
て
、
結
果
的
に
不
定
期
刑
を
言
渡
し
た
意
味
が
無
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

相
対
的
不
定
期
刑
を
採
用
す
る
以
上
、
長
期
の
到
来
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
長
期
が
経
過
す
る
前
に
刑
の
執
行
を
終
了
す

る
と
い
う
の
が
不
定
期
刑
の
理
想
と
す
る
形
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
不
定
期
刑
は
、
ⅱ
仮
釈
放
と
い
う
形
で
刑
事
施
設
か
ら
仮
に
釈
放
し
、
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保
護
観
察
を
行
い
つ
つ
、
ⅲ
長
期
ま
で
に
最
終
的
な
更
生
の
状
況
を
見
極
め
て
刑
の
執
行
の
終
了
時
期
を
決
め
る
形
が
最
も
合
理
的
な
形

と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
仮
釈
放
は
不
定
期
刑
の
成
否
を
握
る
最
も
重
要
な
制
度
と
言
っ
て
よ
い（（
（

。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
仮
釈
放
は
、
定
期
刑
に
用
い
ら
れ
れ
ば
、
仮
釈
放
の
形
式
的
要
件
で
あ
る
法
定
期
間
（
有
期
刑
の
場
合
、
我
が

国
は
三
分
の
一
（
を
短
期
と
し
、
宣
告
刑
期
を
長
期
と
す
る
事
実
上
の
不
定
期
刑
と
な
る
。
仮
釈
放
は
定
期
刑
を
不
定
期
刑
化
す
る
機
能

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る（（
（

。
仮
釈
放
が
不
定
期
刑
に
と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仮
釈
放
自
体
に

不
定
期
刑
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
不
定
期
刑
に
定
期
刑
の
仮
釈
放
と
は
異
な
る
固
有
の
意
味
が
あ
る
か

ど
う
か
が
問
題
を
解
く
鍵
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
仮
釈
放
と
い
う
観
点
か
ら
不
定
期
刑
を
考
察
し
、
少
年
に
対
す
る
刑
事
処
分

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
検
討
す
べ
き
点
は
、
仮
釈
放
に
関
す
る
二
つ
の
制
度
的
枠
組
み
で
あ
る
、
い
つ

か
ら
仮
釈
放
を
認
め
る
の
か
と
い
う
法
定
期
間
の
在
り
方
と
（
第
Ⅱ
章
（、
い
つ
ま
で
を
仮
釈
放
期
間
と
す
る
か
と
い
う
刑
の
執
行
終
了
の

在
り
方
（
第
Ⅲ
章
（
で
あ
る
。
不
定
期
刑
に
対
す
る
廃
止
論
は
、
量
刑
基
準
を
始
め
、
仮
釈
放
や
刑
の
執
行
終
了
の
運
用
、
国
民
の
理
解

等
を
巡
る
問
題
を
根
拠
と
し
て
い
る
が（（
（

、
本
稿
は
不
定
期
刑
に
お
け
る
仮
釈
放
制
度
の
構
造
か
ら
不
定
期
刑
制
度
に
つ
い
て
批
判
的
な
考

察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
受
刑
者
に
い
つ
仮
釈
放
や
刑
の
執
行
終
了
を
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
運
用
の
在
り
方
に
対
す
る
批
判

や
改
善
の
提
案
を
行
う
も
の
で
は
な
い
。

不
定
期
刑
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
刑
法
全
面
改
正
作
業
に
お
い
て
導
入
が
検
討
さ
れ
た
が
制
度
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
常
習
累
犯
に

対
す
る
不
定
期
刑
も
あ
り
う
る
が（（
（

、
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
と
は
目
的
や
機
能
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
不
定
期
刑
と
し
て
の
共
通
項
を

除
き
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
に
し
な
い
。
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Ⅱ 

不
定
期
刑
に
お
け
る
仮
釈
放
の
法
定
期
間

（　

立
法
の
経
緯

不
定
期
刑
に
お
け
る
仮
釈
放
の
法
定
期
間
の
定
め
方
に
は
、
元
来
、
短
期
と
す
る
方
法
、
長
期
の
一
定
割
合
と
す
る
方
法
、
短
期
の
一

定
割
合
と
す
る
方
法
の
三
つ
が
あ
る
。
も
と
も
と
不
定
期
刑
は
短
期
を
も
っ
て
仮
釈
放
の
法
定
期
間
と
す
る
の
が
最
も
古
典
的
で
典
型
的

な
制
度
の
よ
う
に
も
思
え
る
が（（
（

、
不
定
期
刑
の
歴
史
を
見
る
限
り
、
不
定
期
刑
の
仮
釈
放
要
件
と
し
て
の
法
定
期
間
の
在
り
方
は
当
初
よ

り
か
な
り
多
様
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る（（
（

。
し
か
し
、
我
が
国
の
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
は
、
旧
少
年
法
以
来
、
一
貫
し
て
短
期
の
三
分
の

一
を
法
定
期
間
と
す
る
方
式
を
採
用
し
て
い
る
（
旧
少
年
法
第
一
〇
条
三
号
、
現
行
少
年
法
第
五
八
条
三
号
（。

し
か
し
、
旧
少
年
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、
当
初
、
刑
の
長
期
も
短
期
も
定
め
な
い
絶
対
的
不
定
期
刑
と
す
る
案
が
採
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、仮
釈
放
（
当
時
は
仮
出
獄
。
以
下
、仮
釈
放
の
語
に
統
一
す
る
（
の
形
式
的
要
件
で
あ
る
法
定
期
間
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
司
法
省
法
律
取
調
委
員
会
の
下
に
置
か
れ
た
刑
事
訴
訟
法
改
正
主
査
委
員
会
が
選
任
し
た
特
別
委
員
が
起
草
し
、
一
九
一
四
年
（
大

正
三
年
（
三
月
か
ら
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
の
対
象
と
な
っ
た
第
一
次
成
案
で
は
、「
有
期
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ハ
刑
期
ヲ
定
メ
ス
シ

テ
之
ヲ
言
渡
ス
コ
ト
ヲ
得
」（
第
一
〇
条
一
項
（
と
し
、「
前
項
ノ
言
渡
ハ
本
人
改
悛
ノ
狀
ア
ル
ニ
至
ル
マ
テ
之
ヲ
執
行
ス
」（
同
二
項
本
文
（

と
さ
れ
て
い
た（（1
（

。
特
別
委
員
会
の
幹
事
で
あ
っ
た
泉
二
新
熊
博
士
も
、
絶
対
的
不
定
期
刑
の
積
極
的
推
進
論
者
で
あ
り
、
そ
の
著
作
に
お

い
て
「
不
定
期
刑
ノ
精
神
ハ
裁
判
上
毫
モ
刑
期
ヲ
定
メ
ス
シ
テ
拘
禁
ヲ
命
シ
一
ニ
改
善
ノ
時
期
ヲ
以
テ
放
免
ヲ
行
フ
ニ
在
リ
故
ニ
短
期
ニ

付
テ
モ
長
期
ニ
付
テ
モ
何
等
ノ
制
限
ヲ
付
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
理
想
ト
ス
」（

（（
（

と
の
持
論
を
展
開
し
て
お
り
、そ
れ
が
採
用
さ
れ
た
形
と
な
っ
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五

て
い
る
。

も
っ
と
も
、
執
行
に
関
す
る
規
定
の
但
書
で
「
但
其
罪
ニ
付
キ
定
メ
タ
ル
刑
ノ
長
期
若
シ
ク
ハ
一
〇
年
を
超
エ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」（
同

二
項
（
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
刑
の
言
渡
し
段
階
で
は
刑
期
を
定
め
ず
に
お
く
絶
対
的
不
定
期
刑
と
し
、
改
悛
の
状
が
認
め
ら
れ
る

ま
で
刑
の
執
行
を
行
う
こ
と
と
す
る
も
の
の
、
当
該
罪
の
法
定
刑
の
長
期
又
は
一
〇
年
の
う
ち
い
ず
れ
か
短
い
方
を
執
行
の
限
度
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
純
粋
な
絶
対
的
不
定
期
刑
で
は
な
く
、
当
該
罪
の
法
定
刑
か
一
〇
年
の
い
ず
れ
か
を
長
期
と
す
る
実
質
的
な
相
対
的
不
定

期
刑
と
い
う
こ
と
に
な
る（（1
（

。

仮
釈
放
に
つ
い
て
は
、「
假
出
獄
ハ
有
期
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
、
無
期
ノ
言
渡
を
受
ケ
タ
ル
者

ニ
ハ
五
年
ヲ
經
過
シ
タ
ル
後
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得
」（
第
一
五
条
一
項
（
と
し
て
、
無
期
刑
に
つ
い
て
は
五
年
と
い
う
法
定
期
間
を
設
定
す

る
が
、
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
つ
い
て
は
法
定
期
間
を
設
定
せ
ず
、
随
時
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

絶
対
的
不
定
期
刑
を
採
る
場
合
で
も
、
仮
釈
放
の
法
定
期
間
を
定
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
改
善
更
生
の
度
合
い
に
応
じ
て

刑
の
執
行
期
間
（
処
遇
期
間
（
を
臨
機
応
変
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
上
限
や
下
限
と
い
っ
た
制
約
を
付
す
る
こ
と
を

認
め
な
い
絶
対
的
不
定
期
刑
を
採
り
な
が
ら
、
仮
釈
放
の
制
限
期
間
を
設
け
る
こ
と
は
矛
盾
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、
仮
釈
放

の
形
式
的
要
件
を
設
定
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
第
一
次
成
案
の
不
定
期
刑
は
「
言
渡
ス
コ
ト
ヲ
得
」
で
あ
る
か
ら
、
定
期
刑
を
言
渡
す
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
仮
釈
放

は
「
有
期
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
…
…
（
中
略
（
…
…
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得
」
な
の
で
、
不
定
期
刑

の
み
な
ら
ず
、
定
期
刑
に
つ
い
て
も
、
刑
法
の
特
別
法
と
し
て
、
法
定
期
間
な
く
、
常
時
仮
釈
放
が
可
能
と
い
う
趣
旨
な
の
か
ど
う
か
解

釈
の
余
地
の
残
る
規
定
振
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
〇
条
二
項
と
第
一
五
条
一
項
を
併
せ
て
読
み
、
刑
法
に
仮
釈
放
の
実
質
的
要
件
と
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し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
「
改
悛
の
状
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
第
一
〇
条
二
項
で
云
う
と
こ
ろ
の
「
改
悛
ノ
狀
ア
ル
ニ
至

ル
マ
テ
之
ヲ
執
行
ス
」
と
い
う
の
は
、
改
悛
の
状
が
あ
れ
ば
仮
釈
放
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
と
読
む
の
が
自
然
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
第
一
〇
条
二
項
に
は
「
改
悛
ノ
狀
ア
ル
ニ
至
ル
マ
テ
之
ヲ
執
行
ス
」
と
あ
る
だ
け
な
の
で
、「
改
悛
の
状
」
が
あ
る
と
き
は
、

仮
釈
放
で
は
な
く
、
刑
の
執
行
終
了
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
読
め
る
。

そ
の
後
の
法
案
で
も
絶
対
的
不
定
期
刑
が
維
持
さ
れ
、
三
年
半
の
作
業
中
断
を
経
て
起
草
さ
れ
た
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
（
九
月
の

少
年
法
案
で
は
、「
有
期
ノ
懲
戒
（
役
（
又
ハ
禁
錮
ハ
刑
期
ヲ
定
メ
ス
シ
テ
之
ヲ
言
渡
シ
執
行
ノ
成
績
ニ
依
リ
決
定
ヲ
以
テ
其
終
期
ヲ
定

ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
一
〇
条
一
項
（
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
次
成
案
と
は
異
な
り
、
宣
告
刑
は
お
ろ
か
、
刑
の
執
行
に
お
い
て

も
法
定
刑
や
一
〇
年
と
い
う
制
限
（
長
期
（
が
な
く
、「
執
行
ノ
成
績
ニ
依
リ
決
定
ヲ
以
テ
其
終
期
を
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
て
、
純

粋
な
絶
対
的
不
定
期
刑
と
な
っ
て
い
る（（1
（

。
同
年
一
二
月
の
第
二
次
成
案
も
、
同
様
に
、「
有
期
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ハ
刑
期
ヲ
定
メ
ス
シ
テ

之
ヲ
言
渡
シ
執
行
ノ
成
績
ニ
依
リ
決
定
ヲ
以
テ
其
終
期
ヲ
定
ム
」（
第
八
条
（
と
し
て
い
る
。
仮
釈
放
に
つ
い
て
は
、
両
法
案
と
も
、
無
期

刑
だ
け
の
仮
釈
放
を
規
定
す
る
形
と
な
っ
た
た
め
、
果
た
し
て
不
定
期
刑
の
場
合
に
仮
釈
放
が
あ
り
得
る
の
か
、
仮
釈
放
を
認
め
る
と
し

て
、
法
定
期
間
は
一
般
法
た
る
刑
法
の
三
分
の
一
が
適
用
さ
れ
る
の
か
共
に
曖
昧
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
翌
一
九
年
（
大
正
八
年
（
二
月
に
起
草
さ
れ
た
第
三
次
成
案
で
は
、「
少
年
ニ
対
シ
長
期
三
年
以
上
ノ
有
期
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮

を
以
テ
處
斷
ス
ヘ
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
刑
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
短
期
ト
長
期
ト
ヲ
定
メ
之
ヲ
言
渡
ス
但
シ
長
期
ハ
十
年
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
刑

ノ
執
行
猶
豫
ノ
言
渡
ヲ
爲
ス
ヘ
キ
場
合
ニ
ハ
前
項
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス
」（
第
八
条
（
と
規
定
し
、
純
粋
な
相
対
的
不
定
期
刑
へ
と
方
向
転

換
が
図
ら
れ
て
い
る（（1
（

。
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
で
は
、
処
断
刑
が
五
年
を
超
え
る
と
き
は
短
期
を
五
年
と
す
る
こ
と
、
不
定
期
刑

の
短
期
は
五
年
、
長
期
は
一
〇
年
の
限
度
を
設
定
す
る
こ
と
の
修
正
が
施
さ
れ
、
結
局
、
こ
れ
が
最
終
案
と
な
っ
て
、
一
九
二
二
年
に
成
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立
し
た
旧
少
年
法
で
も
相
対
的
不
定
期
刑
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
の
不
定
期
刑
が
絶
対
的
不
定
期
刑
で
あ
り
、
一
見
、
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
こ
う
し
た
変
更
の
背
景

に
は
責
任
主
義
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る（（1
（

。し
か
し
な
が
ら
、第
一
次
成
案
で
は
純
粋
な
絶
対
的
不
定
期
刑
で
は
な
か
っ

た
こ
と
や
、
第
二
次
成
案
か
ら
第
三
次
成
案
ま
で
の
審
議
期
間
が
極
め
て
短
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
立
案
を
巡
る
深
い
葛
藤
や
対
立

が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い（（1
（

。
帝
国
議
会
に
お
け
る
法
案
審
議
に
お
い
て
も
、
起
草
に
携
わ
っ
た
山
岡
萬
之
助
司
法
省
監
獄
局
長
が
、
政

府
委
員
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る（（1
（

。

山
岡
政
府
委
員　

是
ハ
此
不
定
期
主
義
卜
申
シ
マ
ス
、
主
義
ト
シ
テ
ハ
不
定
期
卜
云
フ
コ
ト
ガ
、
今
日
ノ
刑
罰
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
、

保
護
處
分
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
不
定
期
が
宣
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
コ
デ
刑
罰
ノ
方
モ
不
定
期
ニ
ス
ル
ト
云
フ
コ

ト
ニ
致
シ
マ
シ
タ
、
唯
タ
其
不
定
期
ノ
程
度
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
全
然
刑
期
ヲ
限
ラ
ナ
イ
デ
、
法
定
期
モ
何
モ
ナ
シ
ニ
、
被
告
ヲ
解
除

ニ
至
ル
マ
デ
拘
禁
ス
ル
、
斯
ウ
云
フ
風
ナ
立
場
卜
、
ソ
レ
カ
ラ
短
期
長
期
ト
ヲ
定
メ
テ
、
其
範
圍
ニ
於
テ
刑
ヲ
命
ズ
ル
ト
云
フ
制
限

的
不
定
期
刑
卜
、
斯
ウ
二
主
義
ガ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
本
案
ニ
於
テ
ハ
極
端
ナ
ル
主
義
ヲ
採
用
セ
ズ
シ
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
筆
者
（、
第
八
條
ニ
於

キ
マ
シ
テ
短
期
卜
長
期
ト
ノ
不
定
期
ヲ
ス
言
渡
ス
、
斯
ウ
云
フ
事
ニ
致
シ
マ
シ
タ
、
卽
チ
制
限
的
不
定
期
刑
ヲ
採
リ
マ
シ
タ

ま
た
、
直
接
立
法
作
業
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
、
山
岡
萬
之
助
局
長
の
下
で
の
監
獄
局
勤
務
と
な
っ
て
い

た
正
木
亮
博
士
も
、
後
に
こ
の
事
実
を
肯
定
し
て
い
る（（1
（

。
一
方
、
絶
対
的
不
定
期
刑
を
理
想
と
す
る
推
進
論
者
の
一
人
で
あ
り
、
少
年
法

立
案
に
関
わ
っ
た
泉
二
新
熊
博
士
で
さ
え
、
こ
の
理
想
は
完
全
に
実
行
さ
れ
る
時
期
に
達
し
て
い
な
い
と
し
て
、
一
定
の
限
度
を
設
け
よ



八

う
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
不
定
期
刑
の
刑
期
に
一
定
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
抵
抗
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い（（1
（

。

さ
ら
に
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
立
法
趣
旨
説
明
で
は
、「
短
期
ノ
自
由
刑
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
今
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
ニ
附
テ
當
ヲ
得

マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
所
謂
不
定
期
刑
ノ
制
度
ヲ
採
用
シ
マ
シ
テ
」
と
し
て（11
（

、
裁
判
に
お
い
て
極
め
て
短
期
の
短
い
不
定
期
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る

こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
不
定
期
刑
の
目
的
に
適
う
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る（1（
（

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
相
対
的
不
定
期
刑
採
用
の
理
由

は
処
遇
期
間
の
確
保
と
い
う
予
防
的
な
発
想
が
働
い
た
こ
と
に
な
る
。

勿
論
、
責
任
主
義
か
ら
の
抑
制
原
理
が
働
い
た
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
起
草
委
員
の
花
井
卓
蔵
は
、
少
年
法
案
に
お
い
て
保
護
主
義

の
純
化
を
目
指
し
な
が
ら
、
こ
と
不
定
期
刑
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
司
獄
官
（
刑
務
官
（
が
事
実
上
の
刑
期
を
決
め
る
こ
と
に

は
憲
法
上
疑
義
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
執
行
の
終
期
が
定
め
ら
れ
れ
ば
差
し
支
え
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
や（11
（

、
主
査
委
員
の
豊
島
直
道
も
不

定
期
刑
を
支
持
し
な
が
ら
も
、
刑
の
終
期
の
決
定
は
（
執
行
過
程
に
お
い
て
（
裁
判
官
の
裁
判
に
依
る
べ
き
こ
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か

ら
（
11
（

、
責
任
主
義
と
言
っ
て
も
行
為
責
任
か
ら
刑
期
が
定
め
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
刑
期
を
定
め
る
主
体
が
裁
判
所
で

あ
る
べ
き
と
の
理
由
か
ら
絶
対
的
不
定
期
刑
の
採
用
が
見
送
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

第
二
次
成
案
か
ら
第
三
次
成
案
前
後
の
立
法
作
業
を
伝
え
る
資
料
が
未
発
掘
の
た
め
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

絶
対
的
不
定
期
刑
の
導
入
が
見
送
ら
れ
、
相
対
的
不
定
期
刑
が
採
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
仮
釈
放
に
つ
い
て
も
法
定
期
間
が
定
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
但
し
、
第
三
次
案
に
お
い
て
は
、「
第
八
條
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
言
渡
シ
タ
ル
刑
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
刑
ノ
短
期
ノ
二
分

ノ
一
」（
第
一
〇
条
三
号
（
と
し
て
、
法
定
期
間
は
短
期
の
二
分
の
一
と
さ
れ
て
い
た
が
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
で
は
、
期
間
が
二
分

の
一
か
ら
三
分
の
一
に
短
縮
さ
れ
て
い
る（11
（

。
戦
後
制
定
さ
れ
た
少
年
法
に
お
い
て
も
不
定
期
刑
に
つ
い
て
は
同
様
の
制
度
と
さ
れ（11
（

、爾
来
、

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
（
の
少
年
法
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
処
断
刑
の
下
限
廃
止
、
長
期
・
短
期
の
上
限
の
引
き
上
げ
、
長
期
と
短



九

不
定
期
刑
廃
止
論
（
太
田
）

期
の
幅
の
制
限
、
短
期
の
下
限
の
特
例
な
ど
の
改
正
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
仮
釈
放
に
つ
い
て
は
同
じ
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

（　

仮
釈
放
法
定
期
間
の
根
拠

法
定
期
間
と
い
う
観
点
か
ら
不
定
期
刑
の
仮
釈
放
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
仮
釈
放
法
定
期
間
の
正
当
化
根
拠
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う（11
（

。

仮
釈
放
法
定
期
間
の
正
当
化
根
拠
を
巡
っ
て
は
、
既
に
支
持
を
失
っ
て
い
る
恩
典
説
（
刑
事
施
設
に
お
け
る
行
状
や
更
生
の
程
度
か
ら
恩
恵

と
し
て
仮
釈
放
を
認
め
る
べ
き
最
低
期
間
が
法
定
期
間
で
あ
る
と
す
る
（
を
除
く
と
、
応
報
を
根
拠
と
す
る
説
（
応
報
説
と
す
る
（、
個
別
予
防
を

根
拠
と
す
る
説
（
予
防
説
と
す
る
（
に
大
別
さ
れ
る
。
応
報
説
の
典
型
が
、
法
定
期
間
は
最
低
限
の
応
法
的
要
素
を
充
足
す
る
期
間
で
あ

る
と
す
る
応
報
充
足
説
で
あ
り
、
そ
れ
に
類
す
る
説
が
法
定
期
間
を
社
会
感
情
か
ら
仮
釈
放
が
是
認
さ
れ
る
最
低
限
の
期
間
と
み
る
社
会

感
情
是
認
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
予
防
説
に
は
、
法
定
期
間
を
「
改
悛
の
状
」
を
判
断
す
る
の
に
必
要
な
最
低
限
の
期
間
で
あ
る
と

す
る
仮
釈
放
要
件
判
定
説
の
ほ
か
、
法
定
期
間
は
仮
釈
放
後
の
社
会
内
処
遇
を
行
う
た
め
の
期
間
を
確
保
す
る
点
か
ら
決
せ
ら
れ
る
期
間

で
あ
る
と
す
る
社
会
内
処
遇
確
保
説
が
あ
る
。
ま
た
、
徹
底
し
た
個
別
予
防
論
の
立
場
か
ら
、
法
定
期
間
と
い
う
も
の
は
必
要
で
な
い
と

す
る
法
定
期
間
不
要
説
も
か
つ
て
は
主
張
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が（11
（

、
法
定
期
間
を
定
め
る
現
行
法
制
度
に
は
そ
ぐ
わ
な
い（11
（

。

筆
者
は
、
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
期
間
の
重
要
性
に
着
目
す
る
社
会
内
処
遇
確
保
説
に
一
定
の
意
義
を
認
め
る
も
の
の
、
社
会
内
処
遇

確
保
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
法
定
期
間
の
限
界
付
け
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
受
刑
者
の
改
善
更
生
と
社
会
復
帰
に
必
要
な
施
設
内
処
遇

と
社
会
内
処
遇
の
連
携
と
い
う
観
点
か
ら
効
果
的
な
期
間
の
一
般
的
基
準
を
定
め
た
も
の
が
法
定
期
間
と
す
る
処
遇
連
携
説
を
妥
当
と

し
、
制
度
的
に
は
刑
期
の
二
分
の
一
（
但
し
、
再
入
の
長
期
受
刑
者
は
刑
期
の
三
分
の
二
（
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。



一
〇

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
諸
説
は
い
ず
れ
も
定
期
刑
を
前
提
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
定
期
刑
の
法
定
期
間
に
つ
い
て
同
様
の
見
解
が
妥

当
す
る
か
ど
う
か
は
改
め
て
検
討
を
要
す
る
。

（　

不
定
期
刑
に
お
け
る
仮
釈
放
法
定
期
間

―
短
期
の
基
準
と
正
当
化
根
拠

（
（
（　

施
設
内
処
遇
確
保
説

不
定
期
刑
に
対
す
る
仮
釈
放
の
法
定
期
間
を
短
期
の
三
分
の
一
と
す
る
根
拠
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
旧
少
年
法
以
来
、
我
が
国
の
少
年
法

が
、
な
ぜ
不
定
期
刑
の
短
期
を
仮
釈
放
法
定
期
間
の
基
準
と
し
、
そ
の
三
分
の
一
と
し
た
か
、
そ
の
趣
旨
を
明
確
に
記
し
た
立
法
資
料
は

見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
帝
国
議
会
衆
議
院
の
委
員
会
で
は
、
荒
川
五
郎
委
員
と
政
府
と
の
間
で
以
下
の
よ
う
な
審
議
の
や
り
と
り
が

見
ら
れ
る（11
（

。

保
護
處
分
ハ
本
案
ハ
不
定
期
―
期
限
ヲ
定
メ
ヌ
主
義
ヲ
執
ツ
テ
居
ラ
レ
マ
ス
、
是
ハ
私
共
ソ
レ
ガ
宜
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
然
ル
ニ
刑
事

處
分
ニ
付
テ
ハ
、
第
十
條
ニ
於
テ
假
出
獄
ヲ
許
ス
場
合
ノ
如
キ
定
期
主
義
ヲ
採
ッ
テ
居
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
少
年
ノ
行
ヒ
マ
シ

タ
事
、
其
不
良
ノ
事
柄
ナ
ド
、
場
合
ニ
依
ッ
テ
ハ
年
月
期
限
ニ
拘
ル
マ
イ
ト
思
フ
、
保
護
處
分
ニ
付
テ
既
ニ
期
限
ヲ
定
メ
ヌ
主
義
ヲ

執
ラ
レ
タ
以
上
ハ
、
假
ニ
出
獄
ヲ
許
ス
場
合
ニ
モ
亦
其
期
限
ヲ
定
メ
ズ
ニ
、
本
人
実
際
ノ
狀
況
ニ
應
ジ
テ
、
假
ニ
出
獄
ス
ル
コ
ト
ヲ

許
ス
ヤ
ウ
ナ
方
法
ニ
セ
ラ
レ
ル
ノ
ガ
、
此
少
年
法
案
ノ
趣
意
ヲ
貫
ク
コ
ト
ニ
ナ
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
第

十
條
ハ
定
期
主
義
ヲ
採
ツ
テ
居
ル
、
其
理
由
如
何
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即
ち
、
荒
川
五
郎
委
員
は
、
保
護
処
分
に
つ
い
て
は
不
定
期
刑
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
事
処
分
（
の
不
定
刑
期
（
に
つ

い
て
も
、
仮
釈
放
の
法
定
期
間
を
定
め
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
が
、
何
故
法
定
期
間
を
定
め
た
の
か
と
政
府
の
見
解
を
質
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
政
府
委
員
の
山
岡
萬
之
助
監
獄
局
長
は
、
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る（11
（

。

短
期
卜
長
期
ヲ
定
メ
テ
言
渡
ス
、
而
シ
テ
刑
法
ニ
於
テ
ハ
三
分
ノ
一
ヲ
經
過
ス
レ
バ
假
出
獄
が
出
來
ル
、
斯
ウ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、

其
必
要
カ
ラ
シ
テ
此
規
定
ハ
出
テ
來
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
根
本
精
神
ニ
於
テ
極
ク
廣
イ
頭
カ
ラ
出
テ
居
ル
譯
デ
ア
リ
マ
ス
、
唯

タ
只
今
ノ
御
說
ノ
如
ク
、
三
分
ノ
一
ナ
ン
ト
云
フ
コ
ト
ハ
言
ハ
ナ
イ
デ
、
入
ッ
テ
カ
ラ
直
グ
出
ラ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
タ
ラ
ド
ウ
カ
ト
云

フ
コ
ト
デ
ス
ガ
、
ソ
コ
ガ
ド
ウ
モ
程
度
ノ
問
題
デ
、
何
等
カ
ノ
規
定
ヲ
シ
テ
置
キ
マ
セ
ヌ
ト
云
フ
ト
、
入
ッ
テ
例
ヘ
バ
短
期
一
年
以

上
三
年
以
下
ト
斯
ウ
言
渡
ス
、
其
短
期
デ
以
テ
直
グ
出
ラ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
テ
シ
マ
ウ
、
ソ
レ
ガ
果
シ
テ
適
当
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
、
入
ル

ト
直
グ
出
ラ
レ
ル
ノ
ガ
善
イ
カ
惡
イ
カ
、
是
ハ
矢
張
心
加
減
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
感
化
法
ニ
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
何
ニ
致
シ
マ

シ
テ
モ
、
入
ッ
テ
直
グ
出
ス
ガ
宜
イ
ト
云
フ
理
窟
ハ
無
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
入
ッ
テ
後
ノ
期
問
ハ
短
期
デ

ア
ッ
テ
モ
、
凡
ソ
教
養
ス
ル
ト
云
フ
ノ
ニ
ハ
先
ヅ
六
箇
月
が
宜
イ
、
一
年
ガ
宜
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
凡
ソ
ノ
目
分
量
卜
云
フ
モ
ノ
ガ

ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
學
校
ニ
入
リ
マ
シ
テ
モ
、
一
年
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
在
籍
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
兎
ニ
角
ニ
抽
象
的
ニ
是
ハ
決
メ
得

ル
、
又
決
メ
ル
ガ
適
當
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
極
ク
廣
イ
大
マ
カ
ナ
規
定
ノ
中
ニ
、
而
モ
ソ
レ
ダ
ケ
ノ

事
ハ
總
テ
ノ
方
面
ニ
於
テ
ア
ル
譯
デ
ア
リ
マ
ス
、
殊
ニ
本
法
ニ
於
テ
ハ
刑
法
ト
ノ
關
係
上
、
刑
法
ニ
三
分
ノ
一
ト
規
定
シ
テ
ア
ル
、

ソ
レ
ノ
意
味
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
ソ
レ
デ
三
號
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
自
然
ノ
結
果
出
タ
譯
デ
ア
リ
マ
ス



一
二

即
ち
、
不
定
期
刑
に
つ
い
て
も
、
刑
事
施
設
に
お
い
て
一
定
の
期
間
教
養
（
処
遇
（
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
法
定
期
間
を
設
け
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
仮
釈
放
法
定
期
間
の
根
拠
を
応
報
説
と
予
防
説
に
分
け
る
と
す
る
と
、
不
定
期
刑
の
仮
釈
放
に
法

定
期
間
を
設
け
た
理
由
は
予
防
説
に
拠
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
刑
事
施
設
に
お
け
る
一
定
の
処
遇
期
間
を
取
る
こ
と
が
法
定
期

間
の
目
的
で
あ
る
の
で
、
施
設
内
処
遇
確
保
説
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
相
対
的
不
定
期
刑
を
採
用
し

た
理
由
に
短
期
自
由
刑
の
弊
害
回
避
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い（1（
（

。
法
定
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
で
一
定
の
期
間
は
必
ず

施
設
内
で
処
遇
を
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
処
遇
期
間
の
確
保
や
短
期
自
由
刑
の
回
避
が
目
的
な
ら
ば
、
法
定
期
間
そ
の
も
の
を
設
定
す
れ
ば
足
り
、
そ
こ
か
ら
法
定
期

間
が
い
つ
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
論
理
的
な
結
論
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
不
定
期
刑
の
短
期
を
法
定
期
間
と
し
て
も
よ
い
し
（
即

ち
、
短
期
経
過
後
に
仮
釈
放
を
認
め
る
（、
長
期
を
基
準
と
し
て
そ
の
一
定
割
合
と
し
て
も
よ
く
、
必
ず
し
も
、
短
期
の
三
分
の
一
と
す
る
必

要
は
無
い
。
旧
少
年
法
や
現
行
少
年
法
で
は
短
期
の
下
限
は
な
い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
短
い
短
期
が
設
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
仮
釈

放
は
さ
ら
に
そ
の
三
分
の
一
で
よ
い
と
な
れ
ば
、
か
な
り
短
い
処
遇
期
間
し
か
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
出
て
く
る
。
処
遇
期
間
を
確
保

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
短
期
そ
の
も
の
を
法
定
期
間
と
す
る
と
か
、
長
期
を
基
準
と
す
る
方
が
む
し
ろ
合
理
的
な
は
ず
で
あ
る
。

長
期
を
基
準
と
し
、
そ
の
五
分
の
一
や
六
分
の
一
と
い
っ
た
一
定
割
合
を
法
定
期
間
と
す
る
と
、
法
定
期
間
が
短
期
よ
り
遅
く
な
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
長
期
が
短
期
の
五
倍
や
六
倍
以
上
と
い
っ
た
よ
う
に
相
当
幅
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
こ
ま
で
の
幅
を
認
め
る

こ
と
は
、
徹
底
し
た
教
育
刑
の
考
え
方
を
採
ら
な
い
限
り
、
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う（11
（

。

恐
ら
く
、
法
定
期
間
を
全
く
定
め
た
く
な
い
と
い
う
不
定
期
刑
や
仮
釈
放
に
対
す
る
理
想
論
と
、
定
期
刑
の
仮
釈
放
よ
り
は
短
く
あ
る

べ
き
あ
る
が
最
低
限
の
施
設
内
処
遇
期
間
は
確
保
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
要
請
の
妥
協
点
と
し
て
、
最
も
短
い
法
定
期
間
と
し
て
短
期
の
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三
分
の
一
を
採
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
考
え
方
が
現
行
少
年
法
に
も
継
受
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
（
（　

短
期
説
か
ら
の
帰
結

不
定
期
刑
の
仮
釈
放
要
件
を
左
右
し
得
る
も
う
一
つ
の
事
情
が
、
不
定
期
刑
の
責
任
（
相
応
（
刑
の
所
在
で
あ
る
。
旧
少
年
法
の
制
定

過
程
に
お
い
て
は
責
任
主
義
か
ら
の
批
判
も
見
ら
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
不
定
期
刑
の
創
設
を
主
張
す
る
教
育
刑
論
者
の
間
で
は
責
任
刑

を
不
定
期
刑
の
短
期
と
捉
え
る
短
期
説
が
有
力
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、
代
表
的
な
教
育
刑
論
者
の
一
人
で
あ
る
正
木
亮
博

士
は
、
理
論
的
に
は
絶
対
的
不
定
期
刑
を
支
持
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
制
度
と
し
て
は
相
対
的
不
定
期
刑
を
推
す
と
し
た
う
え
で
、「
相

對
的
不
定
期
刑
の
本
質
は
一
般
豫
防
と
特
別
豫
防
の
折
衷
で
あ
」
り
、「
相
對
的
不
定
期
刑
の
短
期
は
犯
行
に
對
す
る
贖
罪die Sühne 

der begangenen T
at

で
あ
り
、
長
期
は
保
安
期
間die D

auer der Shcherzeit

で
あ
」
る
か
ら
、「
そ
の
保
安
期
間
内
に
於
て
は
可

及
的
に
教
化
作
用
が
營
ま
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
い
る（11
（

。

こ
う
し
た
短
期
説
は
、
不
定
期
刑
の
刑
事
政
策
的
意
義
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
当
然
の
帰
結
と
言
え
よ
う
。

責
任
に
応
じ
た
定
期
刑
の
場
合
、
満
期
が
訪
れ
た
時
点
で
受
刑
者
の
更
生
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
釈
放
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

か
ら
刑
期
を
定
め
な
い
不
定
期
刑
を
主
張
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
責
任
刑
よ
り
長
い
期
間
、
処
遇
を
可
能
と
す
る
制
度
で
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
長
期
を
責
任
刑
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
よ
り
短
い
短
期
を
定
め
る
と
い
う
の
で
は
、
不
定
期
刑
と
す

る
意
味
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
短
期
と
長
期
の
「
間
に
改
善
せ
ら
れ
ざ
る
以
上
は
、
改
善
の
徹
底
す
る
ま
で
拘
禁
を
繼
續
す
る
必
要
あ

る
が
故
に
短
期
と
長
期
と
の
間
隔
は
能
ふ
限
り
長
き
を
必
要
と
す
る
こ
と
相
対
的
不
定
期
刑
の
必
然
の
要
求
で
あ
る
」（

11
（

と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
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四

短
期
説
に
拠
れ
ば
、
短
期
が
責
任
刑
で
あ
る
か
ら
、
最
低
限
の
応
報
を
充
足
す
る
時
点
を
法
定
期
間
と
す
る
応
報
充
足
説
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
短
期
の
三
分
の
一
が
法
定
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
の
山
岡
萬
之
助
監
獄
局
長
の
答
弁
に
あ
る
「
殊
ニ
本
法
ニ
於
テ
ハ
刑
法
ト

ノ
關
係
上
、
刑
法
ニ
三
分
ノ
一
ト
規
定
シ
テ
ア
ル
、
ソ
レ
ノ
意
味
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
ソ
レ
デ
三
號
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
自
然
ノ
結
果
出
タ
譯

デ
ア
リ
マ
ス
」
と
い
う
説
明
も
、
短
期
を
責
任
刑
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刑
法
の
仮
釈
放
同
様
、
当
然
そ
の
三
分
の
一
が
法
定
期
間

と
な
る
と
い
う
よ
う
に
読
め
な
く
も
な
い
。

し
か
し
、
短
期
説
は
不
定
期
刑
の
個
別
予
防
的
機
能
を
重
視
し
た
考
え
方
を
基
調
と
す
る
か
ら
、
本
来
、
短
期
説
を
採
り
な
が
ら
、
仮

0
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釈
放
の
法
定
期
間
に
つ
い
て
は
応
報
充
足
説
を
採
る
の
は
、
そ
も
そ
も
矛
盾
で
あ
る
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。
ま
し
て
や
、
予
防
の
た
め
の
処
遇
期
限
で
あ
る
長

期
の
一
定
割
合
を
応
報
を
充
足
す
る
期
間
と
し
て
法
定
期
間
と
す
る
こ
と
は
理
論
の
破
綻
で
あ
る
。

従
っ
て
、
短
期
説
を
採
る
以
上
、
法
定
期
間
の
根
拠
は
予
防
説
を
採
る
こ
と
が
必
然
的
な
帰
結
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
行

為
責
任
に
対
応
す
る
短
期
を
超
え
て
処
遇
期
間
を
延
ば
す
こ
と
が
短
期
説
の
目
的
で
あ
る
か
ら
、施
設
内
処
遇
に
必
要
な
期
間（
法
定
期
間
（

は
長
期
を
基
準
に
設
定
す
る
と
い
う
の
が
論
理
的
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
施
設
内
処
遇
確
保
説
の
場
合
、
ど
の
位
の
処
遇
期
間
が
必

要
か
と
い
う
絶
対
的
な
基
準
が
な
い
た
め
、
短
期
が
責
任
刑
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
三
分
の
一
を
最
低
限
の
処
遇
期
間
と
捉
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
徹
底
し
た
教
育
刑
論
者
は
法
定
期
間
な
ど
不
要
と
主
張
し（11
（

、
現
行
法
に
あ
る
法
定
期
間
は
応
報
刑
主
義
の
残
骸
と
す
る

く
ら
い
で
あ
る
か
ら（11
（

、
あ
る
意
味
、
法
定
期
間
は
い
つ
だ
っ
て
よ
い
と
も
言
え
る
。
正
木
亮
博
士
も
、「
相
對
的
不
定
期
刑
は
刑
罰
本
質

論
の
両
方
面
が
と
り
容
れ
ら
れ
て
居
る
が
、
然
し
そ
の
執
行
の
點
に
於
て
は
始
め
よ
り
教
化
的
刑
罰
が
營
ま
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
何
れ

の
學
説
も
一
致
し
て
認
む
る
こ
と
ろ
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
刑
罰
執
行
の
結
果
、
短
期
經
過
前
に
於
て
改
悛
の
情
を
認
め
得
る
と
き
は
、
之

に
對
し
て
假
釋
放
を
許
し
得
る
の
理
論
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
」（

11
（

と
主
張
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
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短
期
説
に
立
ち
つ
つ
、
施
設
内
で
の
処
遇
期
間
を
最
低
限
確
保
す
る
た
め
に
仮
釈
放
法
定
期
間
は
短
期
（
の
三
分
の
一
（
を
基
準
と
し
た

と
い
う
と
こ
ろ
が
実
際
の
立
法
趣
旨
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（
（　

長
期
説
で
の
検
討

し
か
し
、
今
日
、
長
期
は
責
任
刑
を
超
え
た
全
く
の
処
遇
期
間
（
期
限
（
だ
と
見
る
旧
少
年
法
時
代
の
よ
う
な
短
期
説
は
責
任
主
義
の

立
場
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
長
期
説
を
採
っ
た
場
合
、
仮
釈
放
の
法
定
期
間
が
短
期
の
三
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
少
な
く
と
も
応
報
説
か
ら
は
説
明
し
辛
い
。
不
定
期
刑
を
宣
告
さ
れ
た
少
年
の
場
合
、
果
た
す
べ
き
最
低
限
の
応
報
は
定
期
刑
の
少

年
や
成
人
よ
り
短
く
て
良
い
の
だ
と
い
う
主
張
も
で
き
な
く
も
な
い
が
、
法
定
期
間
を
行
為
責
任
だ
け
か
ら
評
価
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
成
人
や
定
期
刑
の
少
年
と
違
い
を
設
け
る
こ
と
の
説
明
に
苦
し
む
。
全
く
同
じ
関
与
度
で
人
を
殺
害
し
た
成
人
と
少
年
の
共
犯
が

い
て
、
成
人
が
定
期
刑
、
少
年
が
不
定
期
刑
を
受
け
た
場
合
、
最
低
限
の
応
報
を
果
た
し
た
と
す
る
期
間
が
成
人
（
定
期
刑
（
と
少
年
（
不

定
期
刑
（
で
異
な
る
と
す
る
こ
と
は
難
し
い（11
（

。
こ
れ
は
法
定
期
間
に
つ
い
て
応
報
充
足
説
を
採
る
こ
と
か
ら
来
る
問
題
で
あ
り
、
長
期
説

の
下
、
応
報
説
を
採
る
の
で
あ
れ
ば
、
仮
釈
放
の
要
件
も
長
期
の
三
分
の
一
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
な

る
と
、
少
な
く
と
も
仮
釈
放
要
件
と
い
う
点
で
は
定
期
刑
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
不
定
期
刑
と
し
て
の
意
味
が
無
い
。

こ
れ
に
対
し
、
立
法
当
時
の
考
え
方
で
あ
っ
た
予
防
説
（
施
設
内
処
遇
確
保
説
（
を
採
れ
ば
、
長
期
説
の
下
で
も
、
短
期
の
三
分
の
一
と

い
う
法
定
期
間
の
説
明
は
一
応
つ
く
。
少
年
の
可
塑
性
に
鑑
み
、
特
に
短
い
期
間
で
の
施
設
内
処
遇
で
社
会
内
処
遇
に
移
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
説
明
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る（11
（

。
し
か
し
、
長
期
説
に
立
つ
と
、
そ
の
短
期
の
三
分
の
一
が
処
遇
最
低
期
間
で
あ
る
と
、
わ

ざ
わ
ざ
短
期
を
間
に
か
ま
せ
て
要
件
設
定
す
る
必
要
も
な
く
、
長
期
の
六
分
の
一
が
法
定
期
間
だ
と
い
っ
て
も
何
の
不
都
合
も
な
い
し
、
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そ
れ
を
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
不
定
期
刑
と
は
せ
ず
、
定
期
刑
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
六
分
の
一
を
法
定
期
間
と
す
る
の
と
何
ら
変
わ
り
は

な
い
。

結
局
、
今
日
、
改
め
て
長
期
説
に
立
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
仮
釈
放
の
要
件
（
又
は
始
期
（
と
い
う
点
で
は
、
不
定
期
刑
に

特
別
の
利
点
や
特
色
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
、
応
報
説
に
し
て
も
、
施
設
内
処
遇
確
保
説
に
し
て
も
、
不

定
期
刑
に
お
け
る
仮
釈
放
の
時
期
を
合
理
的
に
決
め
る
根
拠
と
な
り
得
な
い
と
も
言
え
る
。

Ⅲ 

仮
釈
放
期
間

―
刑
の
執
行
終
了

（　

収
容
中
の
短
期
経
過
に
よ
る
執
行
終
了

仮
釈
放
の
始
期
の
次
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
仮
釈
放
の
終
期
で
あ
る
。
不
定
期
刑
は
、
長
期
の
経
過
（
満
期
（
に
よ
っ
て
当

然
に
刑
の
執
行
が
終
了
す
る
が
、
現
行
法
は
、
そ
れ
以
外
に
次
の
三
つ
の
刑
の
執
行
終
了
を
認
め
て
い
る
。

① 

不
定
期
刑
の
執
行
に
よ
る
収
容
中
に
短
期
が
経
過
し
、
か
つ
、
刑
の
執
行
を
終
了
す
る
の
を
相
当
と
認
め
る
と
き
（
更
生
保
護
法
第

四
三
条
・
四
四
条
（

② 

仮
釈
放
後
、
そ
の
処
分
を
取
り
消
さ
れ
な
い
で
仮
釈
放
前
に
刑
の
執
行
を
受
け
た
期
間
と
同
一
の
期
間
を
（
長
期
経
過
前
に
（
経
過

し
た
と
き
（
少
年
法
第
五
九
条
二
項
（

③ 

仮
釈
放
を
許
さ
れ
た
者
が
、
仮
釈
放
前
又
は
仮
釈
放
中
に
そ
の
刑
の
短
期
が
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
刑
の
執
行
を
終
了
す
る
の

を
相
当
と
認
め
る
と
き
（
更
生
保
護
法
第
七
八
条
（
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こ
の
う
ち
①
は
、
仮
釈
放
で
は
な
く
、
刑
事
施
設
に
収
容
中
に
十
分
な
更
生
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
場
合
に
刑
の
執
行
終
了
を
認
め
、

直
ち
に
釈
放
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
旧
法
た
る
犯
罪
者
予
防
更
生
法
で
導
入
さ
れ
た
制
度
を
前
身
と
す
る
が
（
第
四
八
条
二
項
（、
そ

れ
ま
で
は
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
（
に
発
出
さ
れ
た
「
不
定
期
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
釋
放
ノ
件
」
に
よ
っ
て
い
た（11
（

。
旧
少
年

法
施
行
直
後
に
発
出
さ
れ
た
依
命
通
牒
「
不
定
期
刑
ノ
者
釋
放
手
續
ノ
件
」（

1（
（

は
、
当
分
の
間
、
短
期
と
長
期
の
間
に
釈
放
す
る
場
合
は
全

て
仮
釈
放
手
続
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
改
め
、
短
期
経
過
後
は
、
仮
釈
放
の
外
、
刑
の
執
行
を
終
わ
っ
た
も
の
と
し
て
釈

放
を
な
し
得
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
旧
少
年
法
が
施
行
さ
れ
た
後
も
、
不
定
期
刑
の
執
行
終
了
は
、
刑
期
満
了
（
長
期
の

経
過
（
を
除
く
と
、
仮
釈
放
ま
で
の
期
間
と
同
一
の
期
間
を
経
過
し
た
場
合
の
も
の
し
か
な
か
っ
た
が
（
旧
少
年
法
第
一
一
条
二
項
（、
こ
れ

は
長
期
の
二
分
の
一
以
前
に
仮
釈
放
と
な
っ
た
場
合
に
し
か
適
用
が
な
い
た
め
、
一
九
四
〇
年
か
ら
は
、
短
期
経
過
後
、「
改
悛
ノ
情
特

ニ
顯
著
ニ
シ
テ
社
會
復
歸
ノ
適
格
ヲ
有
ス
ル
者
」
は
刑
の
執
行
を
終
了
し
、
釈
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
と
し
た
の
で
あ
る（11
（

。

旧
少
年
法
当
時
、
短
期
を
責
任
刑
と
し
、
以
後
は
処
遇
の
た
め
の
期
間
と
す
る
立
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
短
期
経
過
後
に
処
遇
の
必
要
性
が
な
く
な
れ
ば
、
刑
の
執
行
終
了
と
い
う
形
を
採
る
こ
と
が
む
し
ろ
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
し（11
（

、

短
期
説
を
採
ら
ず
と
も
、
刑
期
に
幅
を
も
た
せ
た
う
え
で
、
処
遇
や
更
生
の
状
況
を
見
な
が
ら
短
期
と
長
期
の
間
で
事
実
上
の
刑
期
を
決

め
る
と
い
う
不
定
期
刑
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、短
期
と
長
期
に
お
け
る
こ
う
し
た
刑
の
執
行
終
了
制
度
は
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
、

少
年
法
は
仮
釈
放
の
法
定
期
間
の
基
準
を
短
期
（
の
三
分
の
一
（
に
設
定
し
た
こ
と
か
ら
、
短
期
の
経
過
後
は
刑
の
執
行
終
了
を
認
め
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
短
期
そ
の
も
の
を
経
過
す
る
こ
と
の
意
味
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る（11
（

。

し
か
し
、「
畳
上
の
水
練
」
の
喩
え
の
如
く（11
（

、
社
会
内
処
遇
が
一
定
期
間
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば（11
（

、
施
設
内
処
遇
だ
け
で
完
結
さ
せ
、

釈
放
後
は
一
切
の
指
導
も
監
督
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
し
、
そ
う
し
た
対
象
者
が
い
る
と
も
思
え
な
い
。
特
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に
、
現
行
少
年
法
の
場
合
、
保
護
優
先
主
義
を
採
り
、
保
護
不
能
又
は
保
護
不
適
の
少
年
の
み
逆
送
し
て
起
訴
し
、
刑
を
科
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
問
題
性
の
高
い
少
年
（
執
行
中
に
少
年
で
な
く
な
る
場
合
も
あ
る
（
に
対
し
何
等
の
社
会
内
処
遇
も
施
さ
な
く
て
よ

い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
想
定
し
辛
い
。
実
務
で
も
刑
の
執
行
終
了
に
よ
る
釈
放
が
殆
ど
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

（　

仮
釈
放
ま
で
の
期
間
と
同
一
の
期
間
経
過
に
よ
る
執
行
終
了

従
っ
て
、
ま
ず
は
仮
釈
放
を
し
た
う
え
で
保
護
観
察
を
実
施
し
、
対
象
者
の
状
況
を
見
た
う
え
で
、
②
又
は
③
の
方
法
で
不
定
期
刑
の

執
行
を
終
了
す
る
と
い
う
の
が
望
ま
し
い
方
法
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
②
の
仮
釈
放
ま
で
の
期
間
と
同
一
の
期
間
経
過
に
よ
る
刑
の
執
行
終
了
は
、
旧
少
年
法
制
定
時
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
（
旧

少
年
法
第
一
一
条
二
項
（、
現
行
少
年
法
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
定
期
刑
の
場
合
、
仮
釈
放
は
残
刑
期
間
主
義

を
採
り
、
刑
期
満
了
ま
で
保
護
観
察
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
少
年
法
に
基
づ
く
不
定
期
刑
の
執
行
終
了
は
、
そ
の
特
別
法
で
あ
り
、

不
定
期
刑
固
有
の
制
度
と
な
る（11
（

。
こ
う
し
た
刑
の
執
行
終
了
制
度
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
導
入
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
立
法
趣
旨
を
明
ら
か

に
し
た
資
料
は
な
い
。

一
方
、
刑
法
全
面
改
正
の
草
案
に
お
い
て
も
、
刑
法
改
正
豫
備
草
案
以
来
、
仮
釈
放
の
一
般
規
定
に
お
い
て
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
て

い
た
が（11
（

、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
類
似
の
規
定
を
も
つ
後
の
改
正
刑
法
準
備
草
案
の
理
由
書
で
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず（11
（

、
立
法
作
業
に
関

わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
実
務
家
が
「
仮
案
一
一
二
条
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、少
年
に
つ
い
て
は
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
（
少

年
法
五
九
条
（、
こ
れ
を
成
人
に
拡
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い（11
（

。
た
だ
、
改
正
刑
法
草
案
の
説
明
書

で
は
、「
こ
の
よ
う
に
早
期
に
仮
釈
放
を
許
さ
れ
る
受
刑
者
は
、
仮
釈
放
の
時
ま
で
に
改
善
更
生
の
効
果
が
十
分
に
あ
が
っ
て
い
る
と
考
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え
ら
れ
、
さ
ら
に
受
刑
期
間
と
同
一
の
期
間
を
経
過
す
れ
ば
、
も
は
や
仮
釈
放
を
継
続
す
る
必
要
は
な
い
と
推
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」（

1（
（

と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
少
年
法
上
の
制
度
の
立
法
趣
旨
も
、
恐
ら
く
こ
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
推
論
に
基
づ
く
制
度
が
果
た
し
て
不
定
期
刑
本
来
の
趣
旨
と
合
致
し
て
い
る
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
ま
ず
、
こ

の
刑
の
執
行
終
了
は
、
仮
釈
放
前
に
刑
の
執
行
を
受
け
た
期
間
と
同
一
の
期
間
が
長
期
よ
り
早
く
到
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
長

期
の
二
分
の
一
ま
で
に
仮
釈
放
が
行
わ
れ
た
場
合
に
し
か
適
用
が
な
い
。
さ
ら
に
、
仮
釈
放
は
、
法
律
上
、
短
期
の
三
分
の
一
が
経
過
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
短
期
の
三
分
の
一
か
ら
長
期
の
二
分
の
一
の
間
に
仮
釈
放
が
行
わ
れ
た
場
合
に
の
み
、
長
期
よ
り
前
に

刑
の
執
行
終
了
と
な
る
。
勿
論
、
そ
の
時
点
で
保
護
観
察
が
不
要
な
ほ
ど
受
刑
者
の
改
善
更
生
が
十
分
図
ら
れ
て
い
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う

で
な
い
と
、処
遇
の
必
要
性
が
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、保
護
観
察
（
刑
の
執
行
（
を
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
態
と
な
る
。

さ
ら
に
、
短
期
経
過
後
は
③
に
よ
る
刑
の
執
行
終
了
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
②
に
よ
る
執
行
終
了
は
、
裁
量
に
よ
る
③
の
執
行
終

了
と
異
な
り
、
期
間
の
経
過
に
よ
り
自
動
的
に
刑
の
執
行
が
終
了
す
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
仮
釈
放
の
時
期
が
短
期
の
二
分
の
一
経
過
後

で
あ
れ
ば
、
短
期
経
過
後
に
そ
の
時
期
が
到
来
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
時
点
で
果
た
し
て
社
会
内
で
の
自
律
更
生
が
十
分
に
図
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
時
点
で
受
刑
者
の
社
会
復
帰
が
十
分
遂
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
③
に
よ
り
刑
の

執
行
終
了
を
行
え
ば
よ
い
。
反
対
に
、
③
に
よ
る
刑
の
執
行
終
了
や
そ
の
申
請
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
ま
だ
自
律
更
生
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
②
の
期
間
が
経
過
し
て
刑
の
執
行
が
終
了
し
、
保
護
観
察
が
終
了
す
る

と
い
う
事
態
は
望
ま
し
く
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
、
不
定
期
刑
の
失
敗
を
意
味
す
る
。
本
来
、
不
定
期
刑
は
、
刑
期
に
幅
を
も
た
せ

て
本
人
の
改
善
更
生
の
状
況
に
応
じ
た
処
遇
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
仮
釈
放
日
か
ら
自
動
的
に
計
算
さ
れ
る
日
を
も
っ
て
刑
の

執
行
や
処
遇
を
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
仕
組
み
は
不
定
期
刑
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
不
定
期
刑
の
仮
釈
放
に
法
定
期
間
を



二
〇

設
定
す
る
こ
と
が
定
期
主
義
だ
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に（11
（

、
仮
釈
放
の
終
期
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
対
し
て
も
同
様
の
批
判

が
妥
当
し
よ
う
。
勿
論
、
絶
対
的
不
定
期
刑
で
は
な
く
、
相
対
的
不
定
期
刑
を
採
る
以
上
、
処
遇
の
限
界
点
で
あ
る
長
期
が
あ
り
、
そ
れ

は
制
度
創
設
時
の
教
育
刑
論
者
達
も
妥
協
点
と
し
て
受
け
入
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
長
期
よ
り
も
前
に
「
自
動
的
に
」
刑
の
執
行
が

終
了
し
て
し
ま
う
制
度
は
二
重
の
妥
協
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
②
の
執
行
終
了
が
意
味
を
も
つ
の
は
、
社
会
内
に
お
け
る
受
刑
者
の
実
質
的
な
改
善
更
生
が
既
に
達
成
さ
れ
て
い

る
の
に
、短
期
の
経
過
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
都
合
を
回
避
す
る
と
い
う
場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、そ
れ
は
短
期
の
（
三

分
の
一
か
ら
（
二
分
の
一
ま
で
に
仮
釈
放
が
行
わ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
早
期
の
段
階
で
仮
釈
放
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
状
況
は
、
短
期
と
長
期
、
両
者
の
幅
に
も
拠
る
が
、
実
際
に
は
極
め
て
稀
で
あ
ろ
う
。
②
に
よ
る
刑
の
執
行
終
了
の
存
在
価
値
は

限
り
な
く
小
さ
い
。　

（　

仮
釈
放
者
の
短
期
経
過
後
の
執
行
終
了

（
（
（　

刑
の
執
行
終
了
要
件
と
し
て
の
短
期

も
う
一
つ
の
不
定
期
刑
の
執
行
終
了
が
、
③
仮
釈
放
者
に
対
す
る
短
期
経
過
後
の
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
収
容
中
に
短
期

を
経
過
し
た
場
合
の
刑
の
執
行
終
了
は
一
九
四
〇
年
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
の
扱
い
を
仮
釈
放
者
に
準
用
す
る
規
定
は
置
か
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
刑
事
施
設
に
収
容
中
で
さ
え
改
悛
の
情
が
顕
著
で
あ
れ
ば
刑
の
執
行
終
了
と
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
釈
放
を

認
め
ら
れ
た
者
が
、
短
期
を
経
過
し
た
後
に
も
同
様
の
扱
い
と
す
る
の
が
理
に
か
な
っ
て
い
よ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
犯
罪
者
予
防

更
生
法
で
仮
釈
放
者
の
短
期
経
過
後
の
執
行
終
了
が
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
（
第
四
八
条
一
項
（、
こ
れ
が
更
生
保
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護
法
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

不
定
期
刑
に
つ
い
て
は
、
短
期
経
過
後
に
初
め
て
仮
釈
放
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
長
期
の
経
過
か
、
或
い
は
そ
れ
以
前
に
刑
の
執
行
終

了
を
認
め
、
仮
釈
放
を
終
え
る
と
い
う
や
り
方
も
あ
る
が
、
我
が
国
は
こ
の
方
式
を
採
ら
ず
、
不
定
期
刑
に
対
す
る
仮
釈
放
を
短
期
経
過

前
に
認
め
る
こ
と
に
し
た
こ
と
か
ら
、
短
期
経
過
後
に
改
善
更
生
が
十
分
果
た
さ
れ
た
場
合
に
は
仮
釈
放
期
間
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
、
即

ち
刑
の
執
行
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
然
的
な
帰
結
と
な
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
不
定
期
刑
に
短
期
を
設

定
し
た
意
味
ば
か
り
か
、
不
定
期
刑
そ
の
も
の
を
置
い
た
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る（11
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
不
定
期
刑
の
短
期

が
刑
の
執
行
終
了
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
仮
釈
放
の
法
定
期
間
を
短
期
そ
の
も
の
と
す
る
制
度
を
採
っ
た
場
合
は
、
た
ま
た
ま
仮
釈
放
の

要
件
と
刑
の
執
行
終
了
の
要
件
が
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
我
が
国
の
場
合
は
、
仮
釈
放
の
法
定
期
間
を
短
期
よ
り
短
く
し

た
こ
と
か
ら
、
短
期
が
刑
の
執
行
終
了
要
件
と
し
て
独
自
の
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

（
（
（　

定
期
刑
下
で
の
刑
の
執
行
終
了
と
そ
の
要
件

し
か
し
、
刑
の
執
行
終
了
自
体
は
、
不
定
期
刑
に
し
か
設
定
で
き
な
い
固
有
の
制
度
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
刑
の
執
行
終
了
要
件
を

法
定
し
さ
え
す
れ
ば
、
特
に
不
定
期
刑
と
い
う
形
を
採
ら
ず
と
も
、
定
期
刑
に
お
い
て
も
同
様
の
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

現
に
少
年
法
で
は
定
期
刑
の
場
合
に
も
刑
期
前
の
刑
の
執
行
終
了
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
、
不
定
期
刑
は
、
刑
の
執
行
終
了
要
件
（
短
期
（

を
個
々
の
少
年
毎
に
裁
判
所
が
定
め
る
の
が
特
徴
と
言
え
る
。し
か
し
、そ
れ
は
裁
判
所
が
処
断
刑
の
範
囲
内
で

0

0

0

0

0

0

0

0

定
め
る
と
い
う
形
と
な
っ

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
責
任
刑
と
の
関
係
が
出
て
き
て
し
ま
い
、
量
刑
基
準
の
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
長
期
説
に
せ
よ
中
間
位
説

に
せ
よ
、
責
任
刑
（
長
期
説
な
ら
長
期
、
中
間
位
説
な
ら
長
期
と
短
期
の
中
間
（
を
刑
事
責
任
に
基
づ
い
て
決
め
た
後
、
短
期
を
ど
の
よ
う
な
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基
準
で
決
め
た
ら
よ
い
の
か
も
曖
昧
で
あ
る（11
（

。
予
防
的
評
価
を
中
心
に
短
期
を
定
め
る
と
し
て
も
、
少
年
刑
務
所
で
の
矯
正
処
遇
や
仮
釈

放
後
の
保
護
観
察
を
経
た
あ
と
、
い
つ
か
ら
刑
の
執
行
終
了
を
認
め
る
べ
き
か
を
、
個
々
の
少
年
毎
に
、
し
か
も
事
前
に
裁
判
所
が
定
め

て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、
容
易
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る（

11
（

。（
11
（

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
（
の
改
正
に
よ
り
、
ま
ず
長
期
を
定
め
た

う
え
で
、
長
期
の
二
分
の
一
（
長
期
が
一
〇
年
を
下
回
る
と
き
は
、
長
期
か
ら
五
年
を
減
じ
た
期
間
（
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
短
期
を

定
め
る
と
い
う
規
定
が
加
え
ら
れ
、
長
期
が
基
準
と
な
る
こ
と
と
、
長
期
と
短
期
の
幅
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
が
、
少
年

の
改
善
更
生
の
可
能
性
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
更
に
処
断
刑
の
短
期
を
下
回
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
か
な

り
の
幅
が
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
予
防
的
判
断
を
裁
判
所
が
行
う
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
直
す
必
要

が
あ
る
。

仮
に
短
期
説
を
採
れ
ば
、
短
期
が
責
任
刑
で
あ
る
か
ら
、
短
期
は
当
然
に
裁
判
所
が
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
短
期
を
経
過
し
た

場
合
は
、
当
然
に
刑
の
執
行
終
了
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（11
（

。
ま
た
、
短
期
経
過
後
、
処
遇
が
無
限
定
に
続
く
こ
と
を
避
け
る
た

め
に
、
裁
判
所
が
限
度
と
し
て
の
長
期
を
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
正
に
純
粋
な
不
定
期
刑
の
形
だ
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
定
期
刑
を
前
提
と
し
て
刑
の
執
行
終
了
と
い
う
制
度
を
設
け
る
場
合
、
刑
の
執
行
終
了
要
件
は
必
ず
し
も
裁
判
所
が
個
別
に
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
類
型
的
に

0

0

0

0

要
件
を
法
律
で
定
め
て
お
く
こ
と
で
足
り
る
の
で
あ
る
。
定
期
刑
（
や
不
定
期
刑
（

の
仮
釈
放
が
類
型
的
に

0

0

0

0

法
定
期
間
と
い
う
要
件
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
刑
の
執
行
終
了
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
で
き
な
い
と

い
う
法
は
な
い
か
ら
で
あ
る（11
（

。
例
え
ば
、
少
年
に
対
す
る
定
期
刑
の
場
合
、
仮
釈
放
法
定
期
間
は
刑
期
の
五
分
の
一
、
刑
の
執
行
終
了
要

件
は
刑
期
の
三
分
の
二
と
い
っ
た
具
合
に
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
所
も
、
予
防
的
判
断
か
ら
刑
の
執
行
を
終
え
て
も
よ
い
始
点
を

決
定
す
る
と
い
う
役
割
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
不
定
期
刑
に
纏
わ
る
量
刑
基
準
の
問
題
も
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
（
（　

保
護
観
察
の
仮
解
除

し
か
し
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
刑
の
執
行
終
了
と
い
う
制
度
が
必
要
か
ど
う
か
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
刑
の
執
行
終

了
は
、
改
善
更
生
と
社
会
復
帰
が
十
分
に
果
た
さ
れ
た
場
合
に
、
刑
の
執
行
そ
の
も
の
を
終
わ
っ
た
も
の
と
す
る
制
度
で
あ
り
、
刑
事
施

設
収
容
中
で
あ
れ
ば
受
刑
者
は
施
設
か
ら
釈
放
さ
れ
、
仮
釈
放
後
中
で
あ
れ
ば
保
護
観
察
が
終
了
す
る
。
し
か
し
、
施
設
内
処
遇
だ
け
で

処
遇
を
完
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
内
処
遇
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
改
善
更
生
と
再
犯
防
止
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
の
で
、
施
設
収

容
中
の
刑
の
執
行
終
了
は
望
ま
し
い
制
度
と
は
言
え
な
い
。

一
方
、
仮
釈
放
に
し
た
う
え
で
保
護
観
察
を
実
施
し
、
社
会
生
活
が
安
定
し
、
更
生
が
十
分
に
図
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
保

護
観
察
を
打
ち
切
る
仕
組
み
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
刑
の
執
行
終
了
と
い
う
形
で
行
う
べ
き
か
ど
う
か
で
あ
る
。
本

来
、
刑
期
ま
で
は
処
遇
を
行
い
得
る
の
に
、
一
旦
、
刑
の
執
行
を
終
了
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
、
幾
ら
予
後
に
問
題
が
生
じ
よ
う
と
再

び
処
遇
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
保
護
観
察
の
期
間
は
、
対
象
者
の
改
善
更
生
の
状
態
が
よ
け
れ
ば
短
縮
し
て
も
構
わ
な
い
が
、

少
な
く
と
も
刑
期
ま
で
は
再
び
社
会
内
処
遇
を
行
い
得
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
は
、

刑
の
執
行
終
了
と
い
う
制
度
は
都
合
が
悪
い
。
社
会
内
処
遇
の
必
要
性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
執
行
猶
予
と
同
様
な
仮
解

除
と
い
う
制
度
を
設
け
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
。

刑
の
執
行
終
了
は
非
常
に
強
い
法
的
効
果
を
も
っ
た
制
度
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
も
躊
躇
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
ろ
う
。
特
に
、
不
定
期
刑
を
受
け
る
少
年
は
、
犯
罪
事
実
が
重
く
、
か
つ
保
護
処
分
で
は
保
護
が
不
能
又
は
適
当
で
な
い
と
判

断
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
短
期
説
が
一
定
の
支
持
を
得
ら
れ
た
時
代
は
よ
い
が
、
長
期
説
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
責
任
刑
の
前
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に
行
政
機
関
が
刑
の
執
行
を
打
ち
切
る
こ
と
は
、
司
法
権
と
の
関
係
で
も
、
や
や
躊
躇
さ
れ
よ
う
。

仮
解
除
は
、
保
護
観
察
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
全
部
又
は
一
部
執
行
猶
予
の
保
護
観
察
に
お
け
る
仮
解
除
と

同
じ
だ
と
す
れ
ば
、
指
導
監
督
や
補
導
援
護
は
行
わ
れ
ず
、
特
別
遵
守
事
項
も
取
消
し
の
扱
い
と
な
っ
て
、
対
象
者
は
善
行
保
持
等
の
一

般
遵
守
事
項
を
遵
守
す
れ
ば
よ
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
負
担
は
限
り
な
く
小
さ
い
。
但
し
、
刑
の
執
行
終
了
と
異
な
り
、
刑
期
満
了

ま
で
資
格
制
限
は
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
刑
の
執
行
終
了
制
度
を
導
入
し
た
理
由
の
一
つ
が
資
格
制
限
の
問
題
が
あ
る

と
し
て
も（11
（

、
資
格
制
限
の
時
期
の
僅
か
な
差
が
対
象
者
の
更
生
を
大
き
く
阻
害
す
る
と
い
う
こ
と
は
現
実
の
問
題
と
し
て
大
き
く
な
い
で

あ
ろ
う
。

現
在
の
執
行
猶
予
に
お
け
る
仮
解
除
の
適
用
状
況
を
見
る
と
、
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
に
お
け
る
実
効
性
を
疑
う
向
き
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
近
年
、
全
く
実
績
が
な
い
刑
の
執
行
終
了
は
、
多
少
、
仮
釈
放
の
時
期
を
早
く
し
た
く
ら
い
で
は
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
仮
解
除
の
制
度
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
刑
の
執
行
終
了
よ
り
は
活
用
が
見
込
ま
れ
よ
う
。

Ⅳ 

不
定
期
刑
廃
止
論
と
少
年
受
刑
者
処
遇
の
充
実

不
定
期
刑
は
、
仮
釈
放
の
特
別
な
法
定
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
そ
れ
を
短
期
の
三
分
の
一
と

す
る
の
か
、
長
期
の
一
定
割
合
と
す
る
の
か
も
重
要
で
は
な
い
。
不
定
期
刑
唯
一
の
意
義
は
、
刑
期
（
長
期
（
満
了
前
に
刑
の
執
行
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
短
期
は
そ
の
基
準
（
要
件
（
と
し
て
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
刑
の
執
行
終
了
も
、
不
定
期
刑
固

有
の
制
度
で
は
な
く
、
定
期
刑
の
下
で
刑
の
類
似
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
刑
の
執
行
終
了
要
件
た
る
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短
期
を
裁
判
所
が
処
断
刑
の
範
囲
で
定
め
る
こ
と
で
、
責
任
刑
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り
、
量
刑
基
準
が
曖
昧
と
な
る
。

そ
こ
で
、
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
を
廃
止
し
、
裁
判
所
は
定
期
刑
と
し
て
刑
事
責
任
に
応
じ
て
刑
期
を
言
渡
す
こ
と
を
提
案
し
た

い
（
11
（

。
そ
の
上
で
、
仮
釈
放
だ
け
で
な
く
、
刑
の
執
行
終
了
の
要
件
に
つ
い
て
も
、
刑
期
の
一
定
割
合
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、

こ
の
場
合
の
刑
の
執
行
終
了
は
仮
釈
放
中
し
か
認
め
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
不
定
期
刑
の
量
刑
基
準
に
纏
わ
る
問

題
を
回
避
し
つ
つ
、
法
定
期
間
を
経
過
し
、
改
悛
の
状
が
見
ら
れ
る
と
き
は
仮
釈
放
に
付
し
、
次
に
刑
の
執
行
終
了
要
件
の
期
間
を
経
過

し
、
社
会
内
で
最
終
的
に
更
生
が
十
分
に
図
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
刑
の
執
行
終
了
と
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
定
期
刑
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
少
年
の
可
塑
性
に
鑑
み
、
無
期
刑
を
緩
和
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
一
五
年
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

仮
釈
放
要
件
に
つ
い
て
は
、
筆
者
な
り
の
見
解
も
あ
る
が（1（
（

、
少
年
に
対
す
る
定
期
刑
に
お
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
も
緩
和
す
る
必
要
は
あ

ろ
う
。
但
し
、
刑
期
の
五
分
の
一
と
い
う
よ
う
な
あ
ま
り
の
短
期
の
法
定
期
間（11
（

は
却
っ
て
そ
れ
を
等
閑
視
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
、
よ

り
現
実
的
な
も
の
と
し
つ
つ
、
法
定
期
間
を
経
過
し
た
場
合
は
必
要
的
に
仮
釈
放
審
査
に
付
す
よ
う
に
す
る
こ
と
で
（
必
要
的
仮
釈
放
審
理

制
度
（（

11
（

、
社
会
内
処
遇
へ
の
円
滑
な
移
行
を
促
進
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
刑
の
執
行
終
了
要
件
は
、
仮
釈
放
要
件
と
も
関
連
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
仮
に
、
仮
釈
放
要
件
を
三
分
の
一
と
し
た
場
合
は
五
分
の
三
、四
分
の
一
と
し
た
場
合
は
二
分
の
一
と
い
っ
た
感
じ
と
な
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
特
則
は
、
全
部
執
行
猶
予
付
の
定
期
刑
が
言
渡
さ
れ
、
そ
れ
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
も
適
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
少
年
に
対
す
る
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
、
定
期
刑
が
執
行
さ
れ
る
と
き（11
（

、
刑
法
上
の
仮
釈
放
要
件
が
適
用

さ
れ
、
刑
の
執
行
終
了
も
な
い
と
い
う
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
一
旦
、
刑
の
執
行
を
終
了
し
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
を
取
り
消
し
た
り
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
当
初
の
長
期
前
に
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対
象
者
の
更
生
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て
も
対
応
す
る
方
法
が
な
い
。
そ
こ
で
、
定
期
刑
の
下
、
仮
釈
放
後
も
刑
の
執
行
は
刑
期
ま

で
続
く
と
し
た
う
え
で
、
社
会
内
処
遇
の
必
要
性
が
な
く
な
れ
ば
、
保
護
観
察
の
仮
解
除
と
い
う
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。

仮
解
除
な
ら
ば
、
期
間
と
し
て
の
要
件
は
必
要
な
く
、
保
護
観
察
中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
可
能
で
あ
る
。

問
題
は
、
仮
釈
放
が
刑
期
満
了
に
近
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
場
合
、
保
護
観
察
を
十
分
に
行
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
少
年
に

対
し
て
も
定
期
刑
を
科
す
と
し
た
場
合
、
考
試
期
間
主
義
を
採
用
し
て
、
社
会
内
処
遇
に
必
要
な
期
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る（11
（

。
不
定

期
刑
で
も
考
試
期
間
主
義
を
採
用
し
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
社
会
内
処
遇
の
期
間
も
含
め
、
一
定
の
幅
を
設
け
て
あ
る
の
に
、
残
刑

を
猶
予
し
て
更
に
社
会
内
処
遇
の
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
何
の
た
め
の
不
定
期
刑
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
意
義
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
。

な
お
、
不
定
期
刑
を
廃
止
し
、
少
年
に
対
し
て
も
定
期
刑
を
科
す
こ
と
と
し
た
場
合
、
当
然
に
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
対
象
と
な
る
。

現
在
も
、
少
年
に
対
し
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
が
一
部
施
行
猶
予
を
言
い
渡
す
裁
判
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
少
年
法
第
五
二
条
三
項
を

適
用
し
て
定
期
刑
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
場
合
、
仮
釈
放
の
特
則
や
刑
の
執
行
終
了
の
適
用
も
な
い（11
（

。
こ
れ
に

対
し
、
定
期
刑
を
原
則
と
す
れ
ば
、
一
部
執
行
猶
予
と
す
る
場
合
に
、
仮
釈
放
の
法
定
期
間
は
上
記
の
新
た
な
特
則
を
適
用
す
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
で
き
る（11
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
少
年
に
対
す
る
自
由
刑
を
定
期
刑
と
し
た
場
合
で
も
、
不
定
期
刑
が
目
指
す
よ
う
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
る
改

善
更
生
の
た
め
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
量
刑
基
準
の
ほ
か
、
不
定
期
刑
の
不
都
合
な
点
を
解
消
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

し
か
し
、
不
定
期
刑
を
廃
止
し
、
単
に
定
期
刑
と
す
る
だ
け
で
少
年
に
対
す
る
改
善
更
生
が
十
分
に
果
た
さ
れ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な

い
。刑
事
施
設
に
お
け
る
少
年
受
刑
者
（
元
少
年
も
含
む
（
の
矯
正
処
遇
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。よ
く
川
越
少
年
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刑
務
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
同
施
設
の
処
遇
内
容
は
良
い
方
の
例
外
で
あ
っ
て
、
他
の
少
年
刑
務
所
で
は
刑
務
作
業
に
か
な

り
の
比
重
が
置
か
れ
て
お
り
、
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
Ｊ
指
標
以
外
の
受
刑
者
も
数
多
く
収
容
し
て
い
る
少
年
刑
務
所
の
在
り
方
も
問

題
で
あ
る
。
本
来
は
、
Ｊ
指
標
や
元
Ｊ
指
標
の
受
刑
者
に
特
化
し
た
小
規
模
の
施
設
に
お
い
て
独
自
の
動
作
時
限
に
よ
る
矯
正
処
遇
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。
少
年
院
在
院
者
が
減
り
、
廃
庁
と
な
る
少
年
院
も
出
る
な
か
、
こ
う
し
た
施
設
を
転
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

少
年
受
刑
者
に
対
す
る
保
護
観
察
の
充
実
も
課
題
で
あ
る
。
人
数
も
少
な
く
、
全
国
に
対
象
者
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
や
、
対
象
者
の

事
情
も
大
き
く
異
な
る
た
め
、
個
別
の
対
応
が
中
心
と
な
ろ
う
が
、
筆
者
が
提
案
す
る
よ
う
な
考
試
期
間
主
義
や
定
期
刑
化
に
伴
う
刑
の

一
部
執
行
猶
予
が
適
用
さ
れ
る
と
、
保
護
観
察
の
期
間
が
長
期
化
す
る
た
め
、
矯
正
処
遇
と
連
携
し
た
、
し
か
も
間
延
び
し
な
い
保
護
観

察
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
新
た
な
定
期
刑
下
で
の
処
遇
が
不
定
期
刑
下
で
の
処
遇
と
同
じ
で
は
、
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
と
い
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。

（
（
（
小
林
充
「
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
の
言
渡
基
準
に
つ
い
て
」
家
月
二
五
巻
一
二
号
（
一
九
七
三
（
一
頁
以
下
、
城
下
裕
二
『
量
刑
理
論
の
現

代
的
課
題
』
成
文
堂
（
二
〇
〇
七
（
一
九
五
頁
以
下
等
。
常
習
累
犯
に
対
す
る
不
定
期
刑
の
量
刑
に
つ
い
て
は
、
森
下
忠
「
不
定
期
刑
の
量
定
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」
刑
法
雑
誌
一
二
巻
二
・
三
・
四
号
（
一
九
六
二
（
一
二
頁
以
下
。

（
（
（
八
木
正
一
「
少
年
の
刑
事
処
分
に
関
す
る
立
法
論
的
覚
書
―
裁
判
員
裁
判
に
備
え
て
」
判
タ
一
一
九
一
号
（
二
〇
〇
五
（
六
七
―
六
八
頁
、
角

田
正
紀
「
少
年
刑
事
事
件
を
巡
る
諸
問
題
」
家
月
五
八
巻
六
号
（
二
〇
〇
六
（
二
〇
―
二
一
頁
、植
村
立
郎
『
少
年
事
件
の
実
務
と
法
理
―
実
務
「
現

代
」
刑
事
法
』
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
（
二
〇
一
〇
（
三
六
〇
―
三
六
二
頁
、
小
西
暁
和
「
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
に
つ
い
て
の
刑
事
政
策
論
的
考

察
（
二
・
完
（」
早
法
九
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
五
（
一
四
―
一
七
頁
、二
一
―
二
三
頁
。
川
出
敏
裕
「
少
年
の
刑
事
裁
判
」
法
学
教
室
三
五
三
号
（
二

〇
一
〇
（
一
一
一
頁
も
廃
止
の
可
能
性
を
認
め
る
。
本
庄
武
『
少
年
に
対
す
る
刑
事
処
分
』
現
代
人
文
社
（
二
〇
一
四
（
二
五
四
―
二
五
六
頁
、

二
六
二
―
二
六
八
頁
は
、
少
年
の
改
善
更
生
か
ら
不
定
期
刑
制
度
に
意
義
を
認
め
、
廃
止
す
る
と
し
て
も
あ
く
ま
で
条
件
付
き
と
す
る
。
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（
（
（
不
定
期
刑
の
執
行
終
了
に
よ
る
釈
放
は
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
（
の
三
人
を
最
後
に
、
以
後
、
五
〇
年
以
上
一
件
も
な
い
。
法
務
省
『
第

六
七
矯
正
統
計
年
報
』（
一
九
六
六
（
以
後
の
矯
正
統
計
参
照
。
但
し
、
後
の
矯
正
統
計
で
は
一
九
六
四
年
や
一
九
六
五
年
の
不
定
期
刑
の
執
行

終
了
件
数
は
ゼ
ロ
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
（
（
泉
二
新
熊
『
刑
事
学
研
究
』
集
成
社
（
一
九
二
〇
（
四
一
三
頁
は
、「
不
定
期
刑
制
度
ノ
施
行
上
假
出
獄
カ
最
モ
重
要
ナ
ル
過
程
ニ
屬
ス
ル
コ

ト
ヲ
認
メ
タ
ル
ニ
因
ル
」
と
す
る
。
同
旨
、
同
「
不
定
期
刑
の
執
行
に
就
て
」
刑
政
三
六
巻
三
号
（
一
九
二
三
（
六
頁
。

（
（
（
森
下
忠
『
刑
事
政
策
大
綱
（
新
版
（』
成
文
堂
（
一
九
九
三
（
二
四
六
頁
。

（
（
（
八
木
正
一
・
前
掲
注（
（
（
六
七
―
六
八
頁
、
川
出
敏
裕
・
前
掲
注（
（
（
一
一
一
頁
、
本
庄
武
・
前
掲
注（
（
（
二
五
四
―
二
五
六
頁
、
小
西

暁
和
・
前
掲
注（
（
（
一
四
―
一
七
頁
、
二
一
―
二
三
頁
。

（
（
（
我
が
国
で
は
、
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
（
に
決
議
さ
れ
た
「
刑
法
改
正
ノ
綱
領
」
に
お
い
て
不
定
期
刑
の
提
案
が
な
さ
れ
て
以
来
、
一
九

二
七
年
（
昭
和
二
年
（
の
刑
法
改
正
豫
備
草
案
か
ら
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
（
改
正
刑
法
草
案
に
至
る
ま
で
の
刑
法
改
正
作
業
に
お
い
て
常

習
累
犯
に
対
す
る
不
定
期
刑
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
常
習
累
犯
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
改
正
刑
法
草
案
に
向
け
た

議
論
の
経
緯
と
し
て
、
鈴
木
義
男
「
累
犯
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
一
六
号
（
一
九
六
九
（
一
二
七
頁
以
下
が
参
考
に
な
る
。

（
（
（
寺
光
忠
「
不
定
期
刑
に
お
け
る
釋
放
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
刑
政
五
四
巻
四
号
（
一
九
四
一
（
一
一
―
一
二
頁
、
一
四
頁
。

（
（
（
泉
二
新
熊
・
前
掲
注（
（
（
三
九
九
頁
。

（
（0
（
森
田
明
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
（（
大
正
少
年
法
（
上
（』
信
山
社
（
一
九
九
三
（
三
三
八
頁
。

（
（（
（
泉
二
新
熊
「
不
定
期
刑
」
松
井
和
義
＝
牧
野
英
一
『
行
刑
論
集
』
刑
務
協
會
（
一
九
三
〇
（
四
五
三
頁
。

（
（（
（
法
定
刑
を
長
期
と
す
る
不
定
期
刑
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
州
で
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。
泉
二
新
熊
・
同
上
九
―
一
〇
頁
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（0
（
四
二
六
頁
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（0
（
四
三
八
頁
。

（
（（
（
小
西
暁
和
「
少
年
に
対
す
る
不
定
期
刑
に
つ
い
て
の
刑
事
政
策
論
的
考
察
（
（
（」
早
法
九
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
（ 

一
〇
頁
。

（
（（
（
長
期
短
期
を
定
め
る
こ
と
は
、
割
と
あ
っ
さ
り
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
泉
二
新
熊
『
法
窓
余
滴
』
中
央
公
論
社
（
一
九
四
二
（
一

三
五
頁
。

（
（（
（
森
田
明
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
（（
大
正
少
年
法
（
下
（』
信
山
社
（
一
九
九
四
（
一
〇
〇
〇
頁
。



二
九

不
定
期
刑
廃
止
論
（
太
田
）

（
（（
（
正
木
亮
『
新
監
獄
学
』
有
斐
閣
（
一
九
四
一
（
一
一
九
頁
。

（
（（
（
泉
二
新
熊
・
前
掲
注（
（（
（
四
五
三
―
四
五
五
頁
。
限
度
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
法
定
刑
の
長
期
と
短
期
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限
と
下
限
と
す
る
相

対
的
不
定
期
刑
で
あ
る
。

（
（0
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（0
（
五
一
七
頁
。

（
（（
（
起
草
委
員
の
山
岡
萬
之
助
司
法
省
監
獄
局
長
は
、
著
書
の
中
で
も
短
期
自
由
刑
の
弊
害
を
説
き
、
そ
の
廃
止
で
は
な
く
、
こ
れ
を
加
重
す
る
制

度
を
提
案
し
て
い
る
が
、
短
期
を
責
任
刑
と
し
処
遇
の
必
要
性
に
応
じ
て
長
期
を
設
定
す
る
と
い
う
当
時
の
不
定
期
刑
の
発
想
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
考
え
る
の
は
読
み
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
山
岡
萬
之
助
『
刑
事
政
策
学
［
再
版
］』
日
本
大
学
（
一
九
二
五
（
五
〇
八
―
五
〇
九
頁
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（0
（
三
二
三
頁
、 

三
七
一
―
三
七
二
頁
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（0
（
三
七
一
頁
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（0
（
五
〇
〇
―
五
〇
一
頁
。

（
（（
（
現
行
少
年
法
制
定
過
程
に
お
け
る
不
定
期
刑
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
小
西
暁
和
・
前
掲
注（
（（
（
一
六
―
一
九
頁
。

（
（（
（
詳
細
は
、
太
田
達
也
『
仮
釈
放
の
理
論
―
矯
正
・
保
護
の
連
携
と
再
犯
防
止
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
七
（
二
三
頁
以
下
参
照
。

（
（（
（
正
木
亮
『
刑
事
政
策
汎
論
［
増
訂
改
版
］』
有
斐
閣
（
一
九
四
九
（
三
〇
一
―
三
〇
二
頁
。

（
（（
（
こ
の
ほ
か
に
も
、
刑
罰
論
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
法
定
期
間
は
、
裁
判
所
が
言
い
渡
し
た
宣
告
刑
を
で
き
る
だ
け
尊
重
す
る
た
め
に
確
保
す

べ
き
期
間
で
あ
る
と
す
る
司
法
処
分
尊
重
説
も
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（（
（
一
〇
〇
〇
頁
。

（
（0
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（（
（
一
〇
〇
一
頁
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（0
（
五
一
七
頁
。

（
（（
（
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
（
の
改
正
で
短
期
は
長
期
の
二
分
の
一
以
上
、
長
期
が
一
〇
年
を
下
回
る
と
き
は
長
期
か
ら
五
年
を
減
じ
た
期
間

を
下
回
ら
な
い
範
囲
で
短
期
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
こ
と
は
起
こ
り
え
な
い
。

（
（（
（
正
木
亮『
刑
事
政
策
汎
論
』有
斐
閣（
一
九
三
八
（三
一
七
頁
。
現
行
少
年
法
制
定
後
に
出
版
さ
れ
た
増
訂
改
版
で
も
内
容
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

正
木
亮
・
前
掲
注（
（（
（ 

三
〇
一
―
三
〇
二
頁
。
同
旨
、
綿
引
紳
郎
『
犯
罪
者
予
防
更
生
法
解
説
』
東
京
大
学
書
房
（
一
九
四
九
（
九
六
頁
。

（
（（
（
正
木
亮
・
前
掲
注（
（（
（
三
〇
二
頁
、
同
・
前
掲
注（
（（
（
三
一
七
―
三
一
八
頁
。



三
〇

（
（（
（
正
木
亮
・
前
掲
注（
（（
（
四
一
五
頁
、
同
『
刑
法
と
刑
事
政
策
（
増
訂
版
（』
有
斐
閣
（
一
九
六
八
（
一
七
四
―
一
七
五
頁
（
初
出
「
仮
釈
放
に

関
す
る
理
論
と
実
際
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
五
巻
二
号
（
一
九
六
二
（
二
七
―
二
八
頁
（。

（
（（
（
菊
田
幸
一
博
士
は
、「
責
任
主
義
の
原
則
が
仮
釈
放
か
ら
く
ず
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
形
式
的
要
件
は
そ
の
残
痕
で
あ
る
」
と
す
る
。
菊
田
幸

一
「
仮
釈
放
」
宮
澤
浩
一
ほ
か
編
『
刑
事
政
策
講
座
第
二
巻
刑
罰
』
成
文
堂
（
一
九
七
二
（
二
三
五
頁
。

（
（（
（
正
木
亮
・
前
掲
注（
（（
（
三
〇
二
頁
、
同
・
前
掲
注（
（（
（
三
一
八
頁
。

（
（（
（
少
年
に
対
す
る
刑
の
緩
和
の
根
拠
は
、
人
格
の
未
熟
さ
か
ら
責
任
も
低
い
と
す
る
こ
と
に
も
求
め
ら
れ
る
が
、
や
は
り
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

少
年
の
可
塑
性
や
教
育
可
能
性
か
ら
の
予
防
的
配
慮
が
働
い
て
い
よ
う
。
平
場
安
治
『
少
年
法
［
新
版
］』
有
斐
閣
（
一
九
七
七
（
四
四
三
頁
、

田
宮
裕
＝
廣
瀬
健
二
編
『
注
釈
少
年
法
［
改
訂
版
］』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
一
（
四
〇
九
頁
、
小
西
暁
和
・
前
掲
注（
（
（
五
―
七
頁
。
回
顧
的
な
非

難
可
能
性
だ
け
で
な
く
、
展
望
的
な
少
年
の
成
長
発
達
の
可
能
性
も
含
め
て
責
任
が
減
少
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
本
庄
武
「
少
年
刑
事
事
件
に

お
け
る
、
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
の
手
続
的
・
実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
」『
刑
事
法
に
お
け
る
人
権
の
諸
相
―
福
田
雅
章
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』

成
文
堂
（
二
〇
一
〇
（
二
五
四
―
二
五
九
頁
。

（
（（
（
処
遇
連
携
説
で
も
同
じ
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

（
（0
（
「
不
定
期
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
釋
放
ノ
件
」（
司
法
省
行
刑
局
行
甲
第
一
五
七
八
号
昭
和
一
五
年
一
二
月
二
四
日
（、「
不
定
期
刑
ノ
言
渡

ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
釋
放
ノ
件
依
命
通
牒
」（
司
法
省
行
刑
局
行
甲
第
一
五
八
六
号
昭
和
一
五
年
一
二
月
二
四
日
（。
刑
政
五
四
巻
二
号
（
一
九
四
一
（

一
〇
〇
頁
（
資
料
八
頁
（
に
掲
載
。

（
（（
（
「
不
定
期
刑
ノ
者
釋
放
手
續
ノ
件
」
大
正
一
二
年
七
月
行
甲
第
一
一
八
一
号
依
命
通
牒
。
寺
光
忠
・
前
掲
注（
（
（
五
―
六
頁
に
拠
る
。

（
（（
（
収
容
中
に
短
期
を
経
過
し
た
場
合
の
刑
の
執
行
終
了
を
導
入
し
た
理
由
と
し
て
、
①
改
悛
の
状
顕
著
に
し
て
仮
釈
放
審
査
規
程
の
要
件
を
充
足

し
、
且
つ
、
疾
病
そ
の
他
特
段
の
事
由
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
無
条
件
釈
放
を
も
な
し
得
る
も
の
と
し
た
い
、
②
刑
の
執
行
終
了
や
免
除
ま

で
資
格
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
早
期
に
刑
の
執
行
を
終
了
す
る
こ
と
で
資
格
制
限
を
解
除
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
と
す
る

見
解
が
あ
る
。
寺
光
忠
・
前
掲
注（
（
（
一
九
頁
。

（
（（
（
綿
引
紳
郎
・
前
掲
注（
（（
（
九
六
頁
。
短
期
経
過
に
よ
っ
て
刑
の
執
行
終
了
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
（
寺
光
忠
・
前
掲
注

（
（
（
一
二
頁
、
二
〇
頁
（、
そ
う
な
る
と
、
結
局
、
短
期
を
刑
期
と
す
る
定
期
刑
と
結
果
的
に
変
わ
ら
な
く
な
り
、
不
定
期
刑
の
趣
旨
が
失
わ
れ
る
。

（
（（
（
寺
光
忠
・
前
掲
注（
（
（
一
二
頁
は
、「
短
期
内
に
假
釋
放
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
た
だ
、
短
期
經
過
後
の
釋
放
を
無
條
件
釋



三
一

不
定
期
刑
廃
止
論
（
太
田
）

放
（「
不
定
期
刑
釋
放
」（
の
一
本
建
て
に
す
る
に
お
い
て
の
み
之
を
是
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。」
と
す
る
。
ま
た
、
正
木
亮
博
士
も
、「
わ
が

少
年
法
の
不
定
期
刑
の
假
釋
放
は
短
期
經
過
前
の
存
在
で
あ
っ
て
そ
の
以
後
に
於
て
は
之
を
満
期
釋
放
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
。
正
木
亮
・

前
掲
注（
（（
（
一
二
〇
頁
。

（
（（
（
「
自
由
を
大
幅
に
制
限
し
、
奪
っ
て
い
る
環
境
で
社
会
復
帰
の
訓
練
を
す
る
の
は
、
床
の
上
で
水
泳
の
練
習
を
さ
せ
る
こ
と
に
似
て
い
る
」
と

い
う
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
言
葉
を
引
用
し
て
社
会
内
処
遇
の
意
義
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
宮
澤
浩
一
『
刑
事
政
策
講
義
ノ
ー
ト
』

成
文
堂
（
一
九
九
八
（
四
八
頁
。

（
（（
（
筆
者
は
基
本
的
に
こ
の
立
場
に
立
つ
。
太
田
達
也
・
前
掲
注（
（（
（
一
二
七
頁
以
下
等
。
犯
罪
者
予
防
更
生
法
の
立
案
に
関
わ
っ
た
法
務
庁
成

人
矯
正
局
（
後
に
法
務
府
矯
正
保
護
局
（
の
綿
引
紳
郎
は
、「
短
期
経
過
後
の
満
期
釈
放
者
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
期
間
、
保
護
観
察
に
付
す
る

こ
と
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
と
す
る
。
綿
引
紳
郎
・
前
掲
注（
（（
（
九
七
頁
。

（
（（
（
こ
れ
は
残
刑
期
間
の
前
に
仮
釈
放
期
間
を
終
了
さ
せ
る
一
種
の
消
極
的
考
試
期
間
主
義
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
太
田
達
也
・
前
掲
注（
（（
（

一
四
七
―
一
四
九
頁
。

（
（（
（
刑
法
改
正
豫
備
草
案
（
第
九
一
条
（
と
改
正
刑
法
仮
案
（
第
一
一
二
条
一
項
二
号
（
で
は
、
仮
釈
放
の
後
既
に
執
行
を
受
け
た
の
と
同
一
の
期

間
を
経
過
し
た
と
き
は
刑
の
執
行
を
終
わ
っ
た
も
の
と
す
る
と
あ
る
。
小
野
清
一
郎
編
『
刑
事
法
規
集
第
一
巻
』
日
本
評
論
社
（
一
九
四
四
（
二

〇
九
頁
、
二
五
四
頁
。

（
（（
（
法
務
省
刑
事
局
『
改
正
刑
法
準
備
草
案
附
同
理
由
書
』（
一
九
六
一
（
一
六
九
頁
。

（
（0
（
佐
藤
豁
「
仮
釈
放
と
保
護
観
察
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
三
巻
一
〇
号
（
一
九
六
〇
（
二
七
頁
。

（
（（
（
法
務
省
『
刑
法
改
正
資
料
（
六
（
法
制
審
議
会
改
正
刑
法
草
案
―
附
同
説
明
書
』（
一
九
七
四
（
一
五
五
頁
。

（
（（
（
森
田
明
・
前
掲
注（
（（
（
一
〇
〇
〇
頁
。

（
（（
（
正
木
亮
・
前
掲
注（
（（
（
一
二
〇
頁
。

（
（（
（
長
期
説
の
場
合
は
、
長
期
を
刑
事
責
任
に
基
づ
い
て
決
め
る
と
す
れ
ば
、
短
期
は
予
防
的
な
評
価
を
中
心
に
定
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま

た
中
間
位
説
で
あ
れ
ば
、
短
期
と
長
期
の
中
間
に
当
た
る
責
任
刑
を
決
め
た
う
え
で
、
そ
こ
か
ら
同
じ
期
間
だ
け
上
下
に
一
定
の
期
間
を
取
っ
て

長
期
と
短
期
を
定
め
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
を
見
込
む
か
は
予
防
的
な
評
価
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
刑
事
責
任
に
は
幅
が
あ
り
、
そ
の
幅
に

基
づ
い
て
短
期
と
長
期
を
定
め
る
と
考
え
な
い
限
り
、
短
期
の
基
準
に
は
予
防
的
な
評
価
が
当
然
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
本
来
の
不
定
期



三
二

刑
の
目
的
で
あ
る
。
小
西
暁
和
・
前
掲
注（
（
（
七
―
八
頁
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
短
期
は
長
期
を
基
準
と
す
る
一
定
の
範
囲
内
に
設
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
責
任
評
価
か
ら
来
る
一
定
の
限
度
が
あ
る
こ
と
に
な
る
し
、
懲
役
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
よ
り
懲
役

六
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
方
が
量
刑
上
「
重
い
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
短
期
は
予
防
的
評
価
に
尽
き
る
と
も
言
え
な
い
。
な
お
、
角
田

正
紀
「
少
年
の
刑
事
裁
判
」
法
学
教
室
四
二
三
号
（
二
〇
一
五
（
は
、
短
期
に
つ
い
て
も
行
為
責
任
の
観
点
か
ら
長
期
と
の
比
較
で
余
り
に
短
期

間
の
も
の
は
相
当
で
な
い
と
し
、
短
期
に
も
行
為
責
任
の
評
価
が
入
る
と
す
る
。
ま
た
、
成
長
発
達
の
可
能
性
か
ら
少
年
の
責
任
減
少
を
説
明
す

る
立
場
か
ら
長
期
も
短
期
も
責
任
刑
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
本
庄
武
・
前
掲
注（
（
（
二
五
四
頁
。

（
（（
（
嘗
て
、
裁
判
所
は
予
め
被
告
人
に
対
し
ど
れ
だ
け
の
刑
を
科
せ
ば
更
生
す
る
か
は
断
定
し
え
ず
、
受
刑
者
も
当
初
よ
り
刑
期
が
決
ま
っ
て
い
て

は
更
生
の
効
果
が
弱
い
と
し
て
定
期
刑
を
批
判
し
、
不
定
期
刑
は
、
定
期
刑
と
仮
釈
放
の
組
み
合
わ
せ
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
為
し
え
る
と
さ
れ

た
。
司
法
省
調
査
課
『
司
法
資
料
第
六
〇
号　

不
定
期
刑
言
渡
ノ
制
度
』（
一
九
二
五
（
一
四
三
―
四
七
頁
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
こ
う

し
た
主
張
の
前
提
に
は
短
期
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
も
し
裁
判
所
が
更
生
の
た
め
に
必
要
な
期
間
を
決
定
で
き
な
い
と
す
る
な
ら

ば
、
短
期
も
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

（
（（
（
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
三
年
を
超
え
る
よ
う
な
量
刑
の
場
合
、
遠
い
将
来
を
見
越
し
た
処
遇
の
必
要
性
の
判
断
は
困
難

で
あ
る
こ
と
が
宣
告
刑
を
三
年
以
下
に
限
定
す
る
理
由
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
太
田
達
也
『
刑
の
一
部
執
行
猶
予
―
犯
罪
者
の
改
善
更
生
と
再
犯
防

止
〔
改
訂
増
補
版
〕』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
八
（
一
九
頁
。

（
（（
（
旧
少
年
法
制
定
の
際
は
短
期
経
過
後
の
刑
の
執
行
終
了
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
〇
年
の
訓
令
通
牒
に
よ
り
短
期
経
過
後
の
刑

の
執
行
終
了
が
導
入
さ
れ
た
際
、「
此
の
改
正
せ
ら
れ
た
る
制
度
は
、
永
年
の
渇
望
を
充
た
し
た
も
の
と
し
て
大
方
の
喝
采
を
受
け
て
ゐ
る
」、「
此

の
制
度
が
永
く
待
望
せ
ら
れ
、
遂
に
此
の
劃
期
的
な
る
制
度
が
實
現
す
る
に
至
っ
た
」（
寺
光
忠
・
前
掲
注（
（
（
六
頁
、
一
九
頁
（
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
旧
少
年
法
は
、
元
々
、
仮
釈
放
後
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
経
過
後
の
刑
の
執
行
終
了
を
企
図
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
（
「『
不
定
期
刑
釋
放
』
の
條
件
と
假
釋
放
の
條
件
と
は
審
議
上
之
を
程
度
の
差
に
歸
す
る
の
他
は
な
い
。」
寺
光
忠
・
前
掲
注（
（
（
二
〇
頁
。

（
（（
（
寺
光
忠
・
前
掲
注（
（
（
一
九
頁
。

（
（0
（
定
期
刑
化
と
刑
法
よ
り
緩
和
し
た
仮
釈
放
法
定
期
間
を
提
案
す
る
意
見
と
し
て
、
八
木
正
一
・
前
掲
注（
（
（
六
八
―
六
九
頁
、
小
西
暁
和
・

前
掲
注（
（
（
二
二
―
二
三
頁
。

（
（（
（
太
田
達
也
・
前
掲
注（
（（
（
二
三
頁
以
下
。



三
三

不
定
期
刑
廃
止
論
（
太
田
）

（
（（
（
八
木
正
一
・
前
掲
注（
（
（
六
八
頁
。

（
（（
（
太
田
達
也
・
前
掲
注（
（（
（
四
二
―
四
四
頁
。

（
（（
（
不
定
期
刑
は
行
刑
上
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
実
に
刑
の
執
行
を
目
的
と
し
な
い
刑
の
執
行
猶
予
に
お
い
て
は
無
意
味
だ
と
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
場
安
治
・
前
掲
注（
（（
（ 

四
四
五
頁
。
団
藤
重
光
＝
森
田
宗
一
『
新
版
少
年
法
［
第
二
版
］』
有
斐
閣
（
一
九
八
四
（
四

一
三
頁
は
、
執
行
猶
予
取
消
し
の
場
合
を
考
え
る
と
立
法
論
と
し
て
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
不
定
期
刑
の
全
部
執
行
猶
予
を
認

め
た
場
合
、
再
犯
に
よ
る
取
消
し
が
な
さ
れ
る
と
、
再
犯
に
よ
る
後
刑
が
定
期
刑
で
あ
ろ
う
と
、
不
定
期
刑
で
あ
ろ
う
と
、
前
刑
の
不
定
期
刑
と

併
せ
た
二
刑
の
執
行
上
複
雑
な
問
題
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
前
刑
の
短
期
や
、
ひ
い
て
は
不
定
期
刑
の
合
理
性
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。
同
旨
、

植
村
立
郎
・
前
掲
注（
（
（
三
六
一
頁
。

（
（（
（
太
田
達
也
・
前
掲
注（
（（
（
一
二
七
頁
以
下
。

（
（（
（
小
西
暁
和
・
前
掲
注（
（
（
一
一
―
一
二
頁
は
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
適
用
に
よ
り
不
定
期
刑
の
意
義
が
一
層
低
下
す
る
と
す
る
。

（
（（
（
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
場
合
、
元
々
、
保
護
観
察
の
仮
解
除
は
可
能
で
あ
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（




